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そして地球から学びえた
英知を結集し、
人類の財産として伝え、
人類と地球環境の
豊かな共存を目指して
進化する農学を実現する。
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　九州大学農学部は、東京大学、北海道大学の農学部に次いで1919

年に設置され、100年を超える歴史と伝統を誇ります。この間、「研究重

視」、「応用に偏らず、理論に流されず」をモットーとした教育研究を通し

て、各界で活躍する優れた人材を多数輩出し、我が国やアジアを中心

とした世界の人々の生活向上と多様な産業の発展に貢献してきました。

　農学は農林水産業の発展を目的とするだけなく、広い意味での生物

資源の保全・利用と人間社会との関わりを基盤とする総合科学です。

資源生物科学、環境農学、農業資源経済学、生命機能科学など多様

な専門分野が連携して、農林水産生態系の持続的保全と発展を図り、

人類と自然との共生を目指しています。さらに、生物が秘める様々な機

能の発見と利用技術の開発、社会システムの整備を提案・実現してい

きます。そして、地球環境を保全し、食料や生物資材の生産を基盤とす

る包括的な科学技術を発展させ、人類の共存と福祉に貢献します。

　「医食同源」という言葉が示すように、私たちの健康を常日頃から支

えるためには、健全な食生活が重要です。さらに積極的に健康を増進

するために、現代では様々な機能性食品が利用されています。また、農

学が包含する生命科学研究は、再生医療や免疫療法などの次世代医

療を支える基礎学問として大変重要です。さらに、未来のエネルギー問

題の解決にも、生物資源を活用した再生可能エネルギー利用が有望

視されています。

　一方、今日、地球規模で私たちの生活に影響を及ぼす課題が山積

しています。すなわち、地球温暖化、エネルギー問題、生物多様性の維

持、食料の持続的安定供給、食の安心・安全、貿易自由化などです。

これらは全て、広い意味で農学が扱うべき課題です。農学こそ、最もグ

ローバルな展開が期待される学問です。

　九州大学農学部は2018年から学術研究都市伊都キャンパスに移転

し、さらに2021年には伊都にオンキャンパス農場を備えて、新たな百年

を切り開く環境を整えました。この新しいキャンパス環境をフル活用し、

「生命、水、土、森、そして地球から学び得た英知を結集し、人類の財

産として次世代へ伝え、人類と地球環境の豊かな共存を目指して、進

化する農学を実現する」ことが、私達のミッションです。新鮮な感性と若

いエネルギーとパワーを持つ皆さんとともに、21世紀における人類的課

題克服のための新たな知を創造する、新世代の九州大学農学部を創

造していきたいと願っています。

　

九州大学農学部農学部長

中 尾　実 樹
大学院生物資源環境科学府長
大学院農学研究院長

農学部長あいさつ

Kyushu UniversitySchool of Agriculture
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School of Agriculture
Kyushu University

研究の４本柱

研究の柱① 新農学生命科学

　生命科学研究の急速な発展を背景に、生物機能
とそのシステムの解明・利用・創製を目指した新農
学生命科学領域の研究を強力に推進しています。研
究の推進においては、イノベーティブバイオアーキテク
チャ―センターや遺伝子資源開発研究センター、有
体物管理センターと有機的に連携して、産学官の連
携も推し進めています。

研究を支える先端機器

研究の柱② 環境科学

　地域スケールから地球スケール規模での環境保全
の立場から、生物生存環境、生物生産環境の保全・
修復・創生と適正化を図ることによって、生物多様性
に配慮し、さらに、環境と資源利用が調和した高度で
持続可能な社会の構築を目指した研究開発を行って
います。また、グローバルな視点も重要であり、国際的
な研究協力体制のもと、研究を推進しています。

東北で発生した大津波により汚染物質を含むと考えられる
底質が陸域まで巻き上げられた可能性があり、さらに福島
第一原子力発電所事故により放射性物質が拡散した。
陸域や水域だけでなく、海と人が接する渚域における汚
染とその拡散が懸念されるため、汚染調査が必要である。
フナムシは砂浜から岩礁地帯、港湾施設まで海と陸の境
界域に生息するため、渚域の汚染を反映すると予想され
る。本研究室ではフナムシを用い、放射性物質や有機スズ

（TBT）等の汚染を調べている。

　生命、水、土、森、そして地球から学び得た英知を結集し、人類の財産
として次世代へ伝え、人類と地球環境の豊かな共存を目指して、進化す
る農学を実現することを使命とし、生物資源・環境に関する教育研究、国
際協力、社会連携を通して、食料・生活資材の安定供給、生物生存環
境の保全及び人類の健康と福祉に貢献することを理念としています。こ
の理念にもとづき、以下を中心に研究を推進しています。
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研究の柱③ 国際アグリフード
システム科学

　アグリフードシステムとは、農産物および食料の生
産・流通・消費の全体系を表している。安全な食料
を持続的に供給できる次世代アグリフードシステムの
実現は、人類の大きな課題といえる。その実現のため
の基礎概念の一つとして、「環食不二」が提唱されて
いる。これは、「環境と食料は分かち難く、健全な環境
に健全な食料が育まれる」という考えに基づいている。
こうした視点から、環境・食料リスクの予知、制御、管
理のための理論の確立と技術開発を目指しています。

食料リスクに関する日中ワークショップ
「環食不二」の視点から、環境・食料リスク研究の成果
に つ い て「China-Japan Workshop on Agricultural 
Risk Management and 
Food Safety」と題する
ワークショップを開催した。

研究の柱④ 食科学

　安全で健康な生活の構築に資する食生活を実
現・保障するために、動物、細胞、分子レベルで、食
品成分の生活習慣病改善やアレルギー予防、精神
機能の改善など健康機能の解明、食品の安全性確
保技術等に関する研究を行い、その成果として健康
の維持・増進に資する機能性食品等の開発等、社
会に貢献している。 

イワシタンパク
質分解物中に
血圧降下作用
を示すペプチド

を発見し、この「サーデンペプチド」は、特定保健用食品
素材として様々な製薬・食品メーカーで使用され、「トクホ」
許可（消費者庁）商品が発売されています。

お茶の成分のメチル化エ
ピガロカテキンガレートが
アレルギーの発症を抑制
する事を発見し、高濃度
にこの成分を含む茶飲
料やサプリメントを開発し
ました。

①
生命科学研究の急速な
発展を背景に、生物機
能の解明・利用・創製
を目指した新農学生命
科学領域を先端的基盤
研究分野として位置づ
け、強力に推進する。

②
地球規模での環境保全
の立場から、生物多様
性に配慮した環境調和
型・物質循環型の持続
的な生物生産・農村空
間システムを構築する環
境科学領域を推進する。

③
中長期的な食料生産力の増
大を目指す観点から、アジアモ
ンスーン地域における潜在的
食料生産力に着目し、生物資
源、生物利用、環境保全、農
村開発を含んだ国際アグリフー
ドシステムの研究を推進する。

④
食の安全・安心に対
する社 会 的ニーズを
踏まえて、食料の機能
性・安全性に関する研
究、信頼できる食料供
給システムの構築を推
進する研究を進める。

すべては命の源　農からはじまり　農によって未来は開かれる

04



　本学部は広い研究分野をカバーしています。そのため、高校卒業後間もない諸君は進路選択の判断がつきかねることと
思います。そこで本学部では、学部一括入学制度を取り入れ、各コースの選択は農学全般が見渡せるようになる2年後期ま
で猶予されます。さらに専門分野の選択は3年前期とし、自己の適性を多くの判断材料のもとにじっくり考えられる体制を
整えています。

九州大学農学部生物資源環境学科（学部 4年間）

農学は、生物学、化学、物理学、社会科学等、広い分野をカバーする総合的な学問です。

組 織 及 び 分 野

1 2 43
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基礎教育を通して
農学全般を学ぶ

4コースに
分かれる

11分野に
分かれる

卒業論文
発表会

卒業論文の
テーマ決める

学士
（農学）

学年

［ 生物資源生産科学コース ］
農学分野

生物生産環境工学分野
生物生産システム工学分野

農政経済学分野

　生物機能、生産環境、生産流通システム、流通経済機構
に関わる専門知識・技術の習得に必要な農学全般に関連
する基礎学、土・水・気象に関連する自然・社会科学、生
産流通システムに関連する理工学並びに国際フードシステム
に関連する社会経済学等を各研究分野の分担・連携の下、
重層的な教育を行います。

［ 応用生物科学コース ］
応用生命化学分野
食糧化学工学分野

　生物生産の総合的観点から、生命科学、食糧科学、及び
環境科学に関わる専門知識と高度な技術を修得させるため、
講義・演習・実験を有機的に組み合わせて、生命現象、生
物生産物質、環境保全・修復、食糧、健康等に関する基礎
から応用までの広範な教育を、コース所属分野の分担・連携
の下で行います。

［ 地球森林科学コース ］
森林機能制御学分野
森林機能開発学分野
生物材料機能学分野

　森林資源の持続的生産・利用と人類の生存及び環境修
復に寄与する専門的知識と社会的要請への対応能力を習
得させるために必要となる授業科目を、自然科学から社会科
学に跨がる学問の基礎及び応用の視点から体系的に編成
し、各教育分野の分担・連携の下、地球森林科学に関する
総合的な教育を行います。

［ 動物生産科学コース ］
水産科学分野

アニマルサイエンス分野

　動物生産科学に関する基礎及び専門知識と基盤技術、
並びに本領域における課題設定能力と国際性を備えた指導
力を修得させるために、概論、専門授業科目、科学英語、実
験・実習等を体系的に編成し、生命科学と環境科学の観点
に立脚した組織的教育を行います。

［ 国際コース ］　＊4年間のスケジュールは 「国際コース」独自のものとなります。

　グローバル化した農林水産業・環境・生物資源・食料問題に対して、日本の視点と世界からの視点の双方を理解し、それらを基盤
に国際的に活躍できる人材を育成する教育を行います。
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九州大学農学部関連の大学院

Kyushu UniversitySchool of Agriculture

1 2 3 博士
（農学）2 修士

（農学）1学年

修士課程（2年間） 博士後期課程（3年間）

直属の大学院

生物資源環境科学府
　資源生物科学専攻／環境農学専攻／農業資源経済学専攻／生命機能科学専攻

　生命科学、環境科学、経済科学などの広範な生物資源環境科学諸分野において、深い洞察力と専門的知識の習得に加えて、課
題探求能力を備えた高度な専門職業人および研究者の育成のための教育を行います。併せて、学際性ならびに国際性を備えた人材
の育成のための教育も行います。本学府の教育は、授業科目の授業および学位論文の作成等に対する指導によって行います。

学内共同
教育研究施設

生物系基礎研究成果の
応用展開・橋渡し研究と

生物環境調節実験室の共同利用

実験生物環境制御センター

農学の国際協力を担う

熱帯農学研究センター

気候変動、食糧難を克服するための
植物の統合的な理解と利用を推進する

植物フロンティア
研究センター

農学部等
附属教育研究施設
土を耕し、生き物を育む研究と教育を

農場

広大で多様な森林フィールドで研究と教育を

演習林

魚を育て、生き方をさぐる

水産実験所

益虫と有用微生物を使って、
生物間相互作用を利用した害虫防除

生物的防除研究施設

有用遺伝子の探索・保存と利用・開発を行う

遺伝子資源開発研究センター

生物機能の高度利用による物質生産の効率化を目指
す，農学研究院を中心とした研究組織

イノベーティブバイオ
アーキテクチャーセンター

昆虫と環境・ヒトのかかわり合いを研究し,
その成果を社会に還元

昆虫科学・新産業創成研究センター

農学部関連の大学院
システム生命科学府
　分子レベルでの研究によって、
遺伝子操作技術の進歩とDNA
塩基配列（遺伝子情報）決定法
の高速化などにより、分子生物学
だけでなく、オーダーメイド 医療、ゲ
ノム創薬、生物生産の増産を目指
す農業など、生物学全分野におい
てゲノム（遺伝情報）を基礎とする
新展開をもたらしています。再生医
療やナノ診断・治療（夢の医療技
術）に関しても、情報科学と融合し
て進展しています。生物学、情報
科学、工学などの諸科学の融合し
たボーダレスで世界水準の教育研
究領域として、生物学（医学を含
む）と情報科学、あるいは生物学
と工学という複数の知識を持つ人
材育成を目指しています。
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出会い、学び、活かす。

人生の実り豊かな時間。

交流範囲が格段に広くなる大学生活、九州大学農学部には全国各地からはもちろん、

外国人留学生も学び、研究しています。

おもいきり視野を広げ、様々な人と交流することで、あなた自身も大きく成長するはずです。

それこそが大学生活での一番の、そして一生の財産となるでしょう。

九州大学農学部で過ごす時間は、あなたの人生を

きっと実り豊かなものにするはずです。

CAMPUS LIFE
School of Agriculture Kyushu University

取得可能資格

学芸員

教員免許

食品衛生監視員・管理者

毒物及び劇物取扱責任者

家畜人工授精師

測量士補

修習技術者

高等学校教諭一種免許状　理科・農業・水産
中学校教諭一種免許状　　理科［

奨学金

■日本学生支援機構ほか各種奨学金制度があります。

■入学料免除および授業料免除の制度もあります。
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令和３年度例

九重連山 九大 山の家

　筋湯温泉と牧の戸峠の間，九州
電力地熱発電所の下に九大山の家

（九重研修所）があります。サークル
仲間や同級生，研究仲間等で安価
に利用できます。

SCHOOL EVENTS
School of Agriculture Kyushu University
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生物資源環境科学府 環境農学専攻
サスティナブル資源科学教育コース 生物資源化学分野

修士課程1年　庄嶋　菜月

　入学してまず驚いたのは、研究フィールドが本当に多彩である
ことです。私は今、休眠遺伝子利用にむけて担子菌の遺伝子を
スプライシングできる生物の探索に取り組んでいますが、周りに
は化粧品用途を目指したナノセルロース真球微粒子の開発やナ
ノセルロース基材における幹細胞の挙動について研究する友
人がおり、日々様々な分野から刺激を受けています。本学部では
11の分野の中から
入学後に時間をかけ
て専攻を決められる
ため、自然や生物が
好きだけど何がした
いのかまだわからな
い人も「 これだ！」と
思える分野にきっと
出会えるはずです。

多彩なフィールドでなんでもできる

STUDENT'S VOICE
先輩からのメッセージ

生物資源環境科学府 生命機能科学専攻
生物機能分子化学教育コース 水族生化学分野

博士後期課程修了　助田　将樹

　私は大学院で、魚の獲得免疫細胞が持つ寄生虫の殺傷メカニズム

の解明をテーマに研究活動をしています。研究活動の醍醐味は「誰も

知らない・見たことがない現象の発見者になれる」事です。私も顕微鏡

下で免疫細胞が寄生虫を攻撃する様子を観察できた時、心躍った事を

今も鮮明に覚えています。その研究成果により、グランカナリアという地

球の反対側の異国の地での国際学会に参加する事が出来ました。初

めての海外で英語を用

いて研究成果を披露

し、様々な国の研究者

達と研究内容につい

て話し合う。本当に刺

激に満ちた様々な経験

をしました。是非とも九

州大学農学部で、貴

方も仲間と共に刺激的

な毎日を過ごされること

を願っております。

刺激的な経験の数々

生物資源環境科学府 資源生物科学専攻
動物・海洋生物資源学教育コース 畜産化学分野

修士課程１年　関　　美弓

　農学部にはたくさんのコースがあり、入学後に希望のコースを
選ぶことができます。農学部というと農業のイメージが強いです
が、実際には食品、生物、経済、工学など幅広い分野が存在し
ています。そのため、知識を広げながら自分にあった分野を探す
ことができます。その中でも私は食肉に関する研究を行いたいと
思い、アニマルサイエンス分野を選択しました。また、周りには部
活動やサークル活動
さらには留学を経験
した人も多く、勉強
面以外でも充実した
学生生活を送ること
ができます。ぜひ農
学部で学生生活を楽
しみましょう。

充実した学生生活
生物資源環境科学府 環境農学専攻

森林環境科学教育コース 森林政策学分野

修士課程１年　渡邉　涼介

　私が本学部に来てよかったと思う点は世界の解像度がぐんと
高まったことです。気象予報士として有名な石原良純さんは八
王子市市制100周年事業の講演にて『気象予報士になり風が
見えるようになった』というお言葉を残されています。私自身、本
学部での経験を通して街に並ぶ木々や公園の草花の見え方が
変わり、森林は子どもの描くような緑一色ではないことを実感しま
した。学びを通して
世界が変わってみえ
る瞬 間は間 違いな
く皆さんの人生を豊
かにしてくれるモノで
す。遊びに学びに全
力になれる九大農学
部へ、ぜひこの現象
を味わいに来てくだ
さい。

世界の解像度が変わる場所
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九州大学学生
交流協定締結校

計343校
（令和3年4月9日現在）

留学生等
在学状況

計271人
（令和3年5月1日現在）

九大農学部生が交換留学等で行ったことがある大学
（平成24年〜令和元年）

中　国 香港中文大学
清華大学
香港大学

台　湾 台湾大学
韓　国 延世大学校

高麗大学校
中央大学校

シンガポール シンガポール大学
タ　イ マヒドン大学
イギリス ロンドン大学

リーズ大学
スウェーデン ウプサラ大学
ドイツ ホーエンハイム大学

ミュンヘン工科大学
フランス エコール・ノーマル・スーペリウール・ド・カシャン
アメリカ イリノイ大学

北アリゾナ大学
ジョージア大学
ベレア大学
ワシントン大学

カナダ クィーンズ大学
オーストラリア クイーンズランド大学

INTERNATIONAL STUDENT
School of Agriculture Kyushu University

本学部では，中国・韓国・ベトナム・タイ・ミャンマー・インドネシア・カンボジア等のアジア各国をはじめ，北南米・アフリカ・
中近東等世界各地より，現在271名（大学院含む）の留学生を受け入れており，国際交流の充実を図っています。

※1 〜 5 内訳
※1（その他のアジア） ※3（北・南・中米）

ラオス 6 ペルー 2
台湾 6 アルゼンチン 1
タイ 4 コスタリカ 1
フィリピン 4 ブラジル 1
バングラデシュ 2 米国 1
スリランカ 1 ※4（アフリカ）

トルコ 1 ガーナ 3
パキスタン 1 エリトリア 1
香港 1 ナイジェリア 1
※2（中近東） ※5（ヨーロッパ）

エジプト 8 スウェーデン 1
アフガニスタン・イスラム共和国 1 フランス 1

アジア インド 3 校 中東 イスラエル 3 校 ヨーロッパ ポーランド 2 校
インドネシア 14 校 トルコ 6 校 ロシア 2 校
ウズベキスタン 1 校 アラブ首長国連邦 1 校 オーストリア 1 校
韓国 43 校 ヨーロッパ アイスランド 2 校 北米 アメリカ合衆国 18 校
カンボジア 2 校 イギリス 7 校 カナダ 3 校
シンガポール 3 校 イタリア 1 校 中南米 チリ 1 校
タイ 25 校 オランダ 6 校 ブラジル 5 校
台湾 29 校 スウェーデン 5 校 メキシコ 1 校
中国 62 校 スペイン 2 校 オセアニア オーストラリア 6 校
バングラデシュ 3 校 ハンガリー 1 校 アフリカ アルジェリア 1 校
フィリピン 2 校 チェコ共和国 2 校 エジプト 3 校
べトナム 17 校 ドイツ 19 校 ガーナ 1 校
マレーシア 4 校 ノルウェー 3 校 ザンビア 1 校
ミャンマー 1 校 フィンランド 3 校 南アフリカ共和国 1 校
モンゴル 3 校 フランス 21 校
ブルネイ・ダルサラーム 1 校 ベルギー 2 校

アフリカ(※4）5人

その他のアジア(※1）
26人

中国 130人

ベトナム
26人

韓国
24人

インドネシア 
23人

中近東(※2）9人

北・南・中米 (※3）6人

ミャンマー 
20人

ヨーロッパ
 (※6）2人 
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進学181名

そ
の
他
の
進
路

就職
51名

国家公務員  3名

地方公務員 
  17名

その他
    7名

卸売業　2名
電気・ガス・熱供給・水道業　2名

化学工業・石油・石炭製品製造業　2名
食料品・飲料・たばこ・飼料製造業　2名

金融業　8名
情報通信業　8名

 就職
178名

進学
30名

そ
の
他
の
進
路

食料品・飲料・
たばこ・

飼料製造業
39名

その他の
 製造業
  20名

情報通信業
18名

国家公務員 
     8名

地方公務員
       15名

その他
 13名

医療業・保健衛生（研修医を除く）　3名
電気・ガス・熱供給・水道業　3名

学校教育　4名
卸売業　4名

運輸業・郵便業　5名
電子部品・デバイス・電子回路製造業　5名

学術・開発研究機関　6名
金融業　6名

農業・林業　6名
その他の専門・技術サービス業　7名

建設業　7名

化学工業・
石油・石炭製品

製造業
9名

進学181名

そ
の
他
の
進
路

就職
51名

国家公務員  3名

地方公務員 
  17名

その他
    7名

卸売業　2名
電気・ガス・熱供給・水道業　2名

化学工業・石油・石炭製品製造業　2名
食料品・飲料・たばこ・飼料製造業　2名

金融業　8名
情報通信業　8名

 就職
178名

進学
30名

そ
の
他
の
進
路

食料品・飲料・
たばこ・

飼料製造業
39名

その他の
 製造業
  20名

情報通信業
18名

国家公務員 
     8名

地方公務員
       15名

その他
 13名

医療業・保健衛生（研修医を除く）　3名
電気・ガス・熱供給・水道業　3名

学校教育　4名
卸売業　4名

運輸業・郵便業　5名
電子部品・デバイス・電子回路製造業　5名

学術・開発研究機関　6名
金融業　6名

農業・林業　6名
その他の専門・技術サービス業　7名

建設業　7名

化学工業・
石油・石炭製品

製造業
9名

令和2年度農学部卒業者進路
（卒業者239名）

COURSE AFTER GRADUATION
卒業後の進路

建設業（1名）

株式会社チェリーコンサルタント

食料品・飲料・たばこ・飼料製造業（2名）

キリンホールディングス株式会社

化学工業・石油・石炭製品製造業（2名）

中外製薬株式会社
全薬工業株式会社

電子部品・デバイス・電子回路製造業（1名）

マイクロン・メモリジャパン

電気・ガス・熱供給・水道業（2名）

九州電力株式会社
電力広域的運営推進機関

情報通信業（8名）

株式会社ウェザーニューズ
株式会社ビーワークス
株式会社オービック
富士通Ｊａｐａｎソリューションズ九州
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ
株式会社
株式会社ＮＴＴデータアイ
富士通株式会社
ＮＴＴ西日本

学部生の就職先

学校教育（1名）

九州大学

複合サービス業（1名）

株式会社セプテーニ

国家公務（3名）

農林水産省

地方公務（17名）

石川県庁
三重県庁
大阪府庁
岡山県庁
広島県庁
福岡県庁
佐賀県庁
長崎県庁
熊本県庁
大分県庁
沖縄県庁
福岡市役所

卸売業（2名）

福岡大同青果株式会社
豊田通商株式会社

小売業（1名）

株式会社ファミリーマート

金融業（8名）

株式会社商工組合中央金庫
福岡銀行
西日本シティ銀行
みずほフィナンシャルグル
株式会社福岡銀行
日本銀行
株式会社福岡銀行
株式会社ジェーシービー

保険業（1名）

日本生命保険相互会社

学術・開発研究機関（1名）

令和2年度大学院生物資源環境科学府修士課程修了者進路
（修了者227名）

大学院生の就職先

農業・林業（6名）

Forest Department
Soc Trang Agricultural Breeding Center
カネコ種苗株式会社
株式会社クボタ

建設業（7名）

いであ株式会社
株式会社熊谷組
大成ジオテック株式会社
独立行政法人都市再生機構
日本国土開発株式会社
東洋グリーン株式会社

繊維工業（2名）

ダイワボウレーヨン株式会社
大王製紙株式会社

印刷・同関連業（2名）

共和化工株式会社
日本製紙株式会社

電子部品・デバイス・電子回路製造業（5名）

ウエスタンデジタル合同会社
マイクロンメモリジャパン合同会社

食料品・飲料・たばこ
飼料製造業 （39名）

（株）Ｍｉｚｋａｎ　Ｊ　ｐｌｕｓ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ
アサヒビール株式会社
エスフーズ株式会社
カゴメ株式会社
キッコーマン株式会社
キューレイ
キリンホールディン
サッポロビール株式会社
サントリーホールディングス株式会社
テーブルマーク株式会社
ハーゲンダッツジャパン株式会社
ハウス食品株式会社
マルハニチロ株式会社
ミヤリサン製薬株式会社
ヤマキ株式会社
株式会社ニチレイ
株式会社ふくれん
株式会社ヤクルト本社
株式会社東洋新薬
丸美屋食品工業株式会社
三井農林株式会社
三菱商事ライフサイエンス株式会社
三和澱粉工業株式会社
昭和産業株式会社
森永製菓株式会社
森永乳業株式会社
長岡香料株式会社
日清オイリオグループ株式会社
日本たばこ産業株式会社
日本水産株式会社
味の素株式会社

その他の製造業（20名）

ＫＭバイオロジクス株式会社
ＴＯＴＯ株式会社
ＷＤＢ株式会社エウレカ社
エーザイ株式会社
一般財団法人阪大微生物病研究会
王子ホールディングス株式会社
花王株式会社
株式会社ウッドワン
株式会社ムーンスター
久光製薬株式会社
協和発酵バイオ株式会社
川澄化学工業株式会社
大鵬薬品工業株式会社
第一三共ケミカルファーマ株式会社
第一三共株式会社
中外製薬株式会社
凸版印刷
日医工株式会社

情報通信業（18名）

オービック株式会社
フルスピード株式会社
株式会社ＣＬＩＳ
株式会社ＪＴＯＷＥＲ
株式会社ＳＡＫＵＲＵＧ
株式会社アイソプラ
株式会社ウェザーニューズ
株式会社エンファシス
株式会社オネスト
株式会社メイテック
株式会社ラック
九州シー・アンド・シーシステムズ株式
会社
三菱総研ＤＣＳ株式会社
日本マイクロソフト株式会社
日本経済新聞社
富士通株式会社
木村情報技術株式会社

金融業（6名）

農林中央金庫
株式会社大和証券グループ本社
中国工商銀行
株式会社三井住友銀行
株式会社日本政策金融公庫

保険業（1名）

ＭＳ中国株式会社

不動産取引・賃貸・管理業（2名）

株式会社フィルカンパニー
森ビル株式会社

学術・開発研究機関（6名）

Institute of Policy and Strategy for 
Agricultural and Rural Development
Misnistry of Science and Technology
一般財団法人化学物質評価研究機構
公益財団法人鉄道総合技術研究所
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構

その他の専門・技術サービス業（7名）

アドバンテック株式会社
いであ株式会社
一般財団法人日本気象協会
株式会社エル・ティー・エス
株式会社ワールドインテック
株式会社建設環境研究所

化学工業・石油・石炭製品製造業（9名）

ＯＡＴアグリオ株式会社
クミアイ化学工業株式会社
花王株式会社
東レ株式会社
東和薬品株式会社
日産化学株式会社
日東電工株式会社
日本製紙株式会社

電気・ガス・熱供給・水道業（3名）

株式会社レノバ
九州電力株式会社
西部ガス株式会社

運輸業・郵便業（5名）

株式会社パスコ
九州旅客鉄道株式会社
西日本旅客鉄道株式会社

卸売業（4名）

三井物産株式会社
東テク株式会社
住友商事株式会社

宿泊業・飲食サービス業（1名）

株式会社ゼンショーホールディングス

学校教育（4名）

University of Veterinary Science
学校法人駿河台学園
国立大学法人東京大学

医療業・保健衛生（研修医を除く）（3名）

ＫＭバイオロジクス
協和キリン株式会社
阪大微生物研究会

複合サービス業（1名）

全国農業協同組合連合会

国家公務（8名）

九州経済産業局
水産庁
中国四国管区警察局
農林水産省
門司税関
林野庁

地方公務（15名）

和歌山県庁
岡山県庁
広島県庁
愛媛県庁

福岡県庁
鹿児島県庁
福岡市役所
糸島市役所

上記以外（4名）
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生物資源生産科学コース

農学分野

自然環境に調和した新しい農業生産技術を創出する
　農学分野における教育と研究は，農業に関わる生物の生活を生理，生態，遺伝といった様々な視点から科学的
に解明するとともに，得られた原理を応用することにより，自然環境に調和した持続的農業生産システムを創出し，
人類社会に貢献することを目標としています。

分野長による分野紹介

　近代農業は生産性を劇的に増加させま
したが，効率化を重視した結果，環境負荷
が増大し様 な々問題が顕在化しています。
増加する食料需要に対応して，現状の環
境を維持しながら生産性を増加させる持続
的な農業が求められています。
　農学分野は，農学部の設立当初から研
究室の構成がほとんど変わらない農学部で
最も歴史のある分野です。生物の生命現
象を遺伝や無機・生物環境における生物
の反応や，生物間相互作用を科学的に解
析し，得られた原理を応用して農業生産技
術の向上と人類の生活環境の改善・維持
を図り，食料安全保障や地球環境問題の
解決を通じて社会に貢献することを教育・
研究の目的としています。
　本分野は，植物育種学，作物学，園芸
学，植物生産生理学，植物病理学，昆虫
学，昆虫ゲノム科学の７つの研究室で構成
されており，イネ，イモ，マメなどの食用作物，
作物化が期待される有用資源植物，野菜，
果樹，花などの園芸作物，植物病原体を含
む微生物，昆虫類，カイコなど多岐にわたる
生物を対象として，遺伝学，生理学，生化学，
生態学，形態学，分類学等の基礎的知見
を背景に，近年，著しく進歩した生命科学
的手法であるゲノム解析，遺伝子発現解析，
及び組織培養や細胞融合等のバイオテクノ
ロジーを駆使して，対象生物の基本的な特
性や有用形質を明らかにし，その成果を用
いて，新品種の育成，農作物の生産力の
向上や安定化，病害虫の管理法，及び生
物農薬や天敵利用技術の開発などの応用
技術の開発や社会実装等を目指して教育・
研究を行っています。

農学分野長　東江　　栄

カイコ突然変異体を用いた遺伝子機能解析の一例
神経細胞特異的なプロモーターの制御下に発現するDsRedをマーカーとした，
遺伝子組換えカイコを用いた光沢小眼突然変異体（ve）の解析

　光沢小眼突然変異体の成虫複眼は小さく光沢を持ち，正常な視神経細胞はほとん
ど認められません。しかし，光沢小眼突然変異体でも幼虫単眼は正常型と変わりない
ことから，成虫複眼の個眼は幼虫期の単眼に由来しないことがわかります。

環境ストレスに適応した作物の増収を目指して
　作物学では，イネ，ムギ，ダイズ，ササゲなどの作物を対象として，発芽から登熟過
程における環境（温度，水，塩，風，光）ストレス適応および子実肥大・物質蓄積メカ
ニズムを調べることにより，作物増収やストレス耐性作物の作出と栽培技術の画期的
な改良を目的としています。

光沢小眼突然変異体

正常な複眼

蛍光を発する幼虫単眼

カイコ幼虫頭部

蛹の脳 視細胞原基

ムギ類の「穂発芽」と，子実アリューロン細胞プロトプラスト（DCFDA蛍光発色）における活性
酸素，GA,ABAによる発芽制御機構
　ムギ類の収穫期が梅雨と重なることで発生する穂発芽現象は，胚乳のデンプンが分解され粉質が著しく低
下します。オオムギ子実のアリューロン細胞では，活性酸素（ROS）が，植物ホルモンのGAやABAシグナル
の制御因子となりα-アミラーゼを誘導して発芽を調節していることを示しています。

13



卒業生の活動の分野

　卒業生の約半数は修士課程に進学します。
学部卒業生および＊大学院修了生は，公務員
として農林水産省や地方自治体，関連する研
究機関，企業では，種苗会社，食品会社，農薬
会社等，大学で得た知識を生かした幅広い分
野で活躍しています。

＊資源生物科学専攻

卒業生からのメッセージ

「幅広い研究に触れ
将来に役立つ学びを得る」

私は在学中、植物の光合成についての
研究を行っていました。現在は、農業生産
資材や食品の安全性確保のために科学的
な検査・分析を行う公的機関に勤めていま
す。農学分野では主要作物や病原微生物、
昆虫など様々な生物を対象に、農業生産
の基礎知識からその応用的利用に至るまで
多岐に渡った研究が行われています。また、
農場での実習を含む講義や、自分の手で
実験作物を栽培することで、座学の講義だ
けでは得られない経験もできます。幅広い
本分野で皆さんが興味を持てるものを見つ
け、将来に役立つ学びを得ることを願って
います。

2019年度　修士課程修了

田島　真帆
独立行政法人農林水産消費安全技術センター

遺伝資源の保存と利用は、
21世紀人類の最重要課題

　遺伝資源は，「人類共通の財産」。一
度失われてしまうと二度と同じものは創
り出せません。これら栽培されている品
種（作物）やその近縁種は， 地球環境と
人類が作り出した貴重な遺伝資源です。
こうしたイネ属植物のさまざまな特性を
解明するために， そのゲノム（DNA 配
列）情報を解読しつつ遺伝学や育種学
に関する研究を進めています。

植物による
太陽エネルギーの利用

　植物は太陽のエネルギーを利用し，
CO2 と H2O から炭水化物を作り出す
光合成・物質生産システムをもってい
ます。このシステムの解明，改良は作
物の生産力を向上させるための大切な
テーマです。

植物病害の発生原因

　病原に感受性のある植物が病原に出
会い，かつ環境条件が整った場合に病
気が発生します。発病の仕組みの解明
は，植物病害防除法を開発するための
大切なテーマです。

昆虫の多様性

　地球上の生物の中で最も種数が多い
のは昆虫で，生態系の中で重要な役割
を果たしています。しかし，未だに名前
すら付けられていない昆虫が多数残さ
れています。生態系の構造を解明する
ためには，体系的な分類の研究は大切
です。

ヤブツバキ花弁における
覆輪形成

　ツバキ属植物は日本が世界に誇る花
木で，古くから多様な花形・花色の品
種が作出されています。その中でも特
に園芸的な価値が高い覆輪品種を実験
材料として，覆輪形質の発現に関する
研究が行われています。

覆輪ヤブツバキ‘玉之浦’

直近３年間の卒業生の主な就職先
H30年度 R1年度 R2年度

進学
（修士課程） 76.6% 81.3% 64.5%

官公庁
（行政、研究） 20.0% 6.3% 19.4%

民間会社
（技術職、総合職） 0.0% 12.5% 12.9%

96.6% 100.0% 96.8%
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生物資源生産科学コース

生物生産環境工学分野

「農」と「環境」が直面する課題を解決し未来を切り開く
　生物生産環境工学分野では，農業生産の視点から，水資源・気象資源などの地域資源の保全と有効利用，土・水・気象
環境の持つ多面的機能，自然と人間社会との共生関係，地域生態系の保全についての教育研究を行っています。ここで
修得したことは，日本や世界の食料生産の向上，地域や地球レベルでの生産環境の保全，自然と調和した農村環境づくり
に貢献します。

分野長による分野紹介

　農林水産業は，様 な々生物資源の有効
利用を目指す産業です。生物の多様性を
保ちながら，生物資源を効率的に，また持
続的に利用していくためには，生物と環境
の関係をよく理解し，環境をある程度人為
的に制御する技術が必要です。
　環境に調和した灌漑施設の建設と維
持・管理や，土壌中での水の運動の理解
とそれに基づく無駄のない給水。水量や
水質の変動予測や，劣化した水質の回復。
圃場や，栽培施設の熱・光エネルギーの
流れの正確な予測やそれらの制御。圃場
や農業用構造物の造成・維持や土壌内
での養分や有害物質の移動の予測，そし
て砂漠化や汚染などにより劣化した土壌の
修復などなど。これらはすべて古くからある
難しい課題ばかりですが，最新の数理科
学やシミュレーション技術，センシング手法
の開発，そして物質科学の応用により，新
たな方向に発展・展開しつつあります。
　生物生産環境工学分野では，灌漑利
水学，水環境学，土環境学，土壌学，気
象環境学の5つの研究分野が協力しなが
ら，上に述べたような様々な課題を解決す
るための研究と教育を行っています。新し
い環境エンジニアリングによって農林水産
業を支え，地球と我々が住んでいる地域の
環境の保全に貢献してみませんか。

生物生産環境工学分野長　凌　　祥之

作物と環境をはぐくむ水の利用
　作物を育てるために水は不可欠です。特に，降雨の少ない乾燥地では，砂漠化防止のため
に限りある水資源を有効に使って作物を育てるための技術（マイクロ灌漑など）が求められて
います。この技術について研究を行っており，砂漠緑化を目指しています。また，作物生産の
ために水を使うことによって，農地が様々な生物の生息空間になったり，美しい農村景観が形
成されたりします。作物を効率的に生産しつつ，周りの環境にもプラスの効果を発揮すること
ができるような水利用方法について研究しています。

限りある水を有効に使って作物を
育てる（マイクロ灌漑システム）

作物生産が美しい農村
景観をつくる

水田で憩うカモ
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卒業生の活動の分野

　国の行政機関（農林水産省等），独立行政
法人（水資源機構，国際協力機構），県庁（農
政部，土木部等），市役所，大学，高校，国公立
の試験研究機関，建設会社，建設設計コンサ
ルタント，気象コンサルタント，農業・食品関
連企業などで行政マン（レディ），技師，教員，
研究院，技術者として活躍しています。

卒業生からのメッセージ

「プロセスを大切に」

「砂漠で農業ができないのかなぁ」そ
んな夢を漠然と描きながら入学しました。

在学中は半砂漠地帯における結露（水
資源）の有効利用について研究し、高
校生の時から興味のあった分野で学びま
した。

勉学を通して気象に興味を持ち、現在
は気象のコンサルタントをしています。

論文を通して学んだ論理的思考力やプ
レゼン力、大学生活を通して出会った人
との繋がりなど、目標を達成する過程で
得たものひとつひとつが、今では大切な
財産となっています。

結果だけが全てではないと思います。
結果に辿りつくまでのプロセスをも楽し
みながら、ぜひ大学生活を充実したもの
して下さい！

2016年　農学部卒業

田代　　碧
株式会社ウェザーニューズ

土を活かし，土環境を保全して健全な農地をつくる

　安定的な食料生産のためには，農地の整備と保全および農業土木構造物（水路，堤防，農道等）
の維持管理が必要です。地盤を構成する土の物理・化学・力学的特性を解明し，構造物の設計・
施工と農地の造成・整備・保全工法に活かすための教育研究に取り組んでいます。

太陽光を有効利用する立体可動栽培ベッド

気象資源を生かす !!
　農業には，持続的に再現性を持って利用し
うる自然の資源を積極的に活用する技術が
必要です。太陽光などの気象資源をうまく
活用して，省エネ（脱石油），収量増，高品質化，
軽労化などを目指した持続可能な高収益生
物生産の研究を展開しています。また，環
境変化に反応する植物の機能を，生体計測
センサーで測定しながら生育環境を最適化
する方 法（Speaking Plant Approach）
の研究を行っています。広島県農業技術センター

農業土木構造物の崩壊圃場整備と農地の保全

健全な水圏環境を目指して !!
　海・湖沼・貯水池を対象とした水質調
査，化学分析，生物学的調査，さらには
高度な数値シミュレーションを通じて，水
圏環境の評価・解析・将来予測の視点
から，本来あるべき水環境を学び，考え
る教育研究を行っています。

①：富栄養化によりアオコが発生した農業用ため池の様子
②：ボートによる採水風景
③：水質分析
④：富栄養化によって緑色に呈した農業用ため池での採水

①

④③

②

持続的な土壌資源の活用のために

　地球の表面に広がる土壌は生物生存に不可欠な場ですが，不適切な管理によって簡単に
その機能が失われてしまいます。汚染土壌の修復，効率的な施肥管理，および生態系保全
のため，土壌生成や土壌で起こる化学反応，土壌と生物との相互作用の観点から教育研究
を行っています。

土壌に栄養を持ち込む海鳥（カツオドリ） 土壌のナノ粒子（粘土鉱物）
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生物資源生産科学コース

生物生産システム工学分野

持続可能な食料生産と安全で新鮮な農産物流通を支える技術を形にする
　地球規模で食料不足が深刻化し，我が国の農業が担い手不足により衰退する中，持続可能な方法で食料を安定的に生
産し，国境を越えて農産物を流通させる技術の開発が求められています。生物生産システム工学分野は，農作業を効率
化する農業機械・ロボット技術，食料の安定生産を支援する情報技術，安全で新鮮な農産物を消費者に届ける調製・加工・
流通技術の高度化に関する教育・研究を行っています。

分野長による分野紹介

　農業は，天候に左右される大変過酷な
仕事ですが，かつては人手で行われてい
ました。これでは，家族で食べる食料が少
し余る位の量しか生産できませんでした。
また，生産された農産物を加工・調製，貯
蔵し，さらには無駄なく流通させることも必
要ですが，これらも人手で行われていまし
た。その段階から長い年月を経て技術開
発が進み，現在では，昔に比べると数分
の一あるいは数十分の一の人手で，しかも
快適な農業生産・加工・流通が可能にな
りました。その過程で最も大きな役割を果
たしたのは，農業生産・加工・流通の機
械化や装置化に他なりません。すなわち，
農業の発展には，その機械化や装置化が
重要不可欠な役割を果たすといえます。
　本分野では，このような機械・施設・装
置を軸とした農業生産・加工・流通の合
理化，さらにはこれらの利用に当たっての
システムに関わる課題を対象としています。
最近では，これらは単に機械・施設・装
置化による高効率化に加えて，人間工学
に基づく作業の安全性・快適性，バイオテ
クノロジーに基づく生物機能の発現，農地・
農村空間の環境保全等の多角的・総合
的視野にたって，エレクトロニクス，メカトロ
ニクス等の先端技術を駆使した自動化・ロ
ボット化・無人化が実現されつつあります。
また，利用・管理の面ではシステム工学的
手法による最適生産・加工・流通システム
の構築が活発に進められています。

生物生産システム工学分野長　田中　史彦
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卒業生の活動の分野

　国公立大学・高専，官公庁（農林水産省行
政・研究機関，特許庁，地方自治体行政・研究
機関等），公団（国際協力事業団，JA等），機
器製造業（農機，農産施設，建機，自動車，鉄鋼
等），食品製造業（製粉，乳業，醸造等），その他

（化学工業，電気・ガス，情報・通信，商社，金融・
保険等）で技術者，研究者，教員，行政官等とし
て社会の指導的役割を担っています。

卒業生からのメッセージ

「食品×工学の可能性」

収穫後の野菜を鮮度良く消費者に届
ける技術について、熱工学の側面から
研究を行っていました。一見食品とかけ
離れたイメージの物理法則が私達の身
近な野菜にも例外なく働いている、ま
たそこから美味しさへ自在にアプローチ
できるという事実は非常に興味深いも
のでした。

この経験を活かし、現在は冷凍設備
からコールドチェーンの一端を担う仕事
をしています。在学時に培った思考法
は勿論、留学生との交流で得たグロー
バルな視点も大切な財産です。

多岐に渡るテーマを持つ本分野、未
知の可能性で溢れています。是非足を
運んでみて下さい！

2017年度　修士課程修了

吉田　有花
（株）ニチレイ・ロジスティクスエンジニアリング

フードロスの低減！⻘果物の鮮度はどう測るの？そしてどう保つの？
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生物資源生産科学コース

農政経済学分野

社会科学的に食料・農業・農村・資源・環境のあり方を考える
農政経済学分野は，食料農業政策学，農業経営学，食料経済分析学，食料流通学および環境生命経済学の

５つの研究室から構成され，社会科学的な視点から国際色豊かに，食料・農業・農村・資源・環境に関する教育
と研究を行っています。

分野長による分野紹介

農学は，自然科学から社会科学まで幅広い領
域を含む学際的な学問です。農政経済学分野
では，主に社会科学的な視点から教育や研究を
行っています。具体的には，経済学，経営学，商学，
社会学，歴史学等の社会科学的アプローチを基
礎としています。これに加えて，統計学や情報科
学を駆使する研究室もあり，農政経済学分野自
体が学際的な性格を持っています。
食の安全安心は世界各国において大きな社
会的関心事であり，農場から食卓までのリスク管
理の徹底を通じた食品の安全確保が政策的に
も大きな課題となっています。また，バイオエネル
ギー需要等の増大に伴い，国際市場における食
料価格高騰が大きな社会的問題になることもあり
ます。さらに，農業も含む人類の活動によって，土壌・
水資源の汚染，農地の砂漠化，地球温暖化な
どの環境負荷が進めば，安全な農畜水産物の
持続的な生産・流通が困難になります。これらの
諸問題を解決するために，農業の現場では様々
なイノベーションが進んでおり，新たな発想やビジ
ネスモデルの構築による農業・食料・環境ビジネ
スが発展してきています。
このように農業と食料と環境の問題は相互に
関連しており，その解決には自然科学だけでなく，
社会制度の設計や開発技術の評価等の社会
科学的分析が不可欠です。環境負荷も考慮し
ながら，安全な食料を持続的に生産可能にする
次世代の農業や食料産業のあるべき姿を明らか
にし，その実現のための具体的方策を提示する
ことは，農政経済学分野の重要な使命です。
さらに，発展途上国における農業・農村問題

も農政経済学の重要なテーマであり，多数の外
国人留学生が来日し大学院（農業資源経済学
専攻）で学んでいます。また，海外留学する日
本人大学院生も多く，これらの大学院生との交流
を通して，学部時代から豊かな国際感覚を養うこ
とができるのも農政経済学分野の特徴の一つで
す。日本と世界の食料・農業・農村・資源・環
境に関する諸問題の解決を目指して，国際的な
視点から「農政経済学」を学んでみませんか。

農政経済学分野長　南石　晃明

食の安全に関する国際共同研究
　日本は供給カロリーベースで 6 割を，アメリ
カや中国など海外からの農産物輸入に依存して
いる。安全な食料を持続的に供給するためには，
各国における現地調査やリスク認知状況など国
際的な共同研究が重要になっている。安全な食
料を持続的に提供できる次世代の農業や食料
生産について，理論的，実証的に学びましょう。

国際穀物価格の変化と原油価格，そして世界の食料需給は…
　下図は 2007 年 7 月から 2017 年 3 月下旬までの原油と穀物価格（シカゴ相場）の
日々の変化です。原油価格は 2008 年 7 月に 1 バレル当たり145ドル（WTI）にまで
上昇したあとは急激に下落し，12 月までのわずか半年間に 3 分の 1 の 35ドルになりま
した。これに伴って，ダイズを含む穀物価格（シカゴ相場）も同様に上昇し下落しています。
食料が燃料に使われるという時代です。そのような農産物に対する需要の拡大は農業にとっ
てプラスとなり，世界の生産量も拡大していますが，同時に食料価格が原油価格や経済の
動向に大きく左右される時代にもなっています。その後，原油価格は 50ドルを下回るほ
どに下落し，食料価格も下落しています。こうした中，食料輸入大国そして経済大国の日本は，
自国のことだけでなく，世界の食料が安定的に供給されるよう，どのように対応し，どのよ
うに世界をリードすべきでしょうか。
　世界の食料輸出国，輸入国，貧困国の食料事情をしっかりと調査・研究し，あるべき食料
需給政策，農業政策について，一緒に考えてみようではありませんか。

農業経営リスク管理・食品トレーサビリティを支援する情報システム
　安全な食料を持続的に供給するためには，農
業生産・経営におけるリスク管理や食
品流通経路情報を管理するトレーサ
ビリティが重要になっている。こ
れらを支援する情報システムの
現地実態調査や設計・開発が
期待されている。そうした情
報システムのあるべき姿を
一緒に考えましょう。
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卒業生の活動の分野

　農政経済学分野の学生は現代社会の諸要
求に対応できるので，農林水産省や県庁など
の行政機関をはじめ，銀行，農協，商社，食品
メーカー，テレビ局，コンピュータ・メーカーな
ど，就職先も広範多岐にわたっています。

卒業生からのメッセージ

「文理の垣根を越えてゆこう」

農業や自然と同じくらい、経済にも興
味があったため、農政経済学分野を専
攻しました。学生時代は全国の農業経
営者にアンケート調査を実施し、分析を
行いました。現在は地元の金融機関で
市場運用業務に携わっています。学生
時代に培った論理的な思考力や学び続
ける姿勢は現在の仕事にも生きていま
す。農学部でありながら、卒業生の就
職先が農林水産系だけでなく金融や情
報系など多岐にわたるのが当分野の特
徴です。また、実験がないため他分野
に比べ自由に使える時間が多いことも
魅力です。文系理系の垣根を越えて研
究したい人、集まれ！

2019年　修士課程修了

太田　明里
株式会社宮崎銀行　市場金融部

青果物卸売市場でのセリ取引
　テレビでよく活気あるセリ取引の様子が放映される。このセリ取引を行っている農産物
卸売市場は，全国各地で生産される農産物を集荷し，価格を決定し，小売業者に分荷する
ことにより，社会に農産物を供給する重要な
役割を果たしている。このような流通機能が
しっかりと発揮されてこそ，農産物の需給は
安定化され，生産者は売れ残りがでないよう
販売でき，消費者は不足することのないよう
購入できる。世界には農産物の需給が不安
定で流通の近代化が求められる地域もある
し，需給の安定化が達成されてもさらなる高
度化を目指している地域もある。農産物流
通のあり方について，理論的・体系的に学び，
現場を訪れ，考えていきましょう。

地環規模の環境保全と農業生産
　環境生命経済学研究室では，農業・農村の持つ新たな可能性を追及する経済学的教育
研究を行っています。つまり，農業・農村は，食料生産に加えて，有機物の循環，再生可能
エネルギーの供給，美しい景観や安らぎの場
の提供，多様な動植物の保全，伝統的な文化
や先人の知恵の継承など，多様な価値を生
み出しています。そこで，生態系や生物多様
性の保全はもとより，自立分散型エネルギー
システムに基づく循環型社会の形成，農文化
システム維持のための制度構築，新たな価値
をもつ商品の市場評価など，「農業」と「環境」，

「健康」，「バイオエネルギー」をキーワード
に多様な研究・教育活動を行っています。

産業間・地域間・国家間の経済格差

　農業や農村をめぐる経済格差の原因と解決策について，数理モデルや統計分析，シミュ
レーション分析のツールを利用して，科学的に究明しています。経済格差は，農産物や農
業資材の売り手ないし買い手の一方が，価格交渉力を過度に強めることが大きな原因の１
つになっています。価格交渉力が弱いと，農業・農村サイドはいくら努力してもなかなか報
われません。経済格差の解決には，政策によって自由競争と公正のバランスをとりながら，
農業・農村サイドの価格交渉力を高めることが重要になります。
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応用生物科学コース

応用生命化学分野

先端的バイオテクノロジー
　応用生命化学分野は，化学と生物学を基礎として生物の機能と生物が生産する物質の利用に関する研究と教
育を行っています。先端的バイオテクノロジーから環境科学までの広い分野における基礎的および実用的課題
を取り扱っています。

分野長による分野紹介

応用生命化学分野では，生命現象を
「化学物質」の視点から理解するのに
必要な分子生物学を基盤として，生命の
営みの過程で多くの化学反応により作り
出せる多様な物質の理解に努めるととも
に，これらを応用に繋げて人類の進歩に
役立たせる挑戦的な研究活動を行ってい
ます。また研究の実践を通じて，基礎的
知識と応用力を身につけ，かつ優れた洞
察力を備えた人材の育成教育を行ってい
ます。
応用生命化学分野に属する８研究室

では，様々な生物や生物群集をモデルと
しながら，最先端の生命化学研究を推し
進めています。具体的には，遺伝情報伝
達，細胞内輸送，細胞内物質の合成と
変換などの生体内反応に関わるタンパク
質，核酸，糖質，低分子有機化合物など
の構造や機能を理解することで，新たな
生命現象の分子機構を理解する基礎研
究とともに，これらの研究成果を活かすた
めの応用研究を行っています。
微生物でしたらすべのゲノムを読み取

ることができだけでなく，全ゲノムを化学合
成できるようになりました。また，ロボットを
利用して大量の実験を行わせ，得られた
データをAI で解析する試みもなされてき
ております。世界中で，新しいアイディア
に基づいた研究方法が日々開発されてい
ます。チャレンジ精神を持った皆さん，ま
だ誰も知らない生命現象の神秘を解き明
かし，人類社会の発展に貢献するため，
私たちと一緒に研究しましょう。

応用生命化学分野長　花井　泰三

酵素の立体構造を決定して，生命現象の神秘を解き明かす

X 線結晶構造解析で決定したヒトの生体内で働く酵素の立体構造
原子レベルでの構造情報により，鍵 ( 基質 ) と鍵穴 ( 酵素 ) の関係が明らかになります。

上図の活性中心の拡大図
詳細な反応メカニズムがわかることで，応用展開が可能になります。

バイオマスからバイオ燃料を生産する工場を大腸菌内で構築する

応用生命化学分野長　角田佳充	
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卒業生の活動の分野

　卒業生の８０％以上が大学院修士課程に進
学します。卒業生と修士・博士修了者の主な
就職先は，食品（明治製菓，日本製粉，森永製菓，
カゴメ，ニチレイ，日本油脂など），発酵・醸造（キ
リンビール，アサヒビール，サッポロビール，三和
酒類，キッコーマン，味の素など），化学工業（三
菱化学，住友化学，積水化学，旭化成など）医薬品

（中外製薬，万有製薬，エーザイ，小林製薬，化学
及血清療法研究所など）環境関連（化学品評
価検査協会，住友農業資材，日本食品分析セン
ター，ライト工業など），公務員（農水省及び県の
試験研究機関），大学・高校教員などです。

卒業生からのメッセージ

「研究の先にある
「ありたい姿」をイメージする」

2018年　修士課程修了

福井　　諒
キリンビール株式会社

地球上の生物の進化系統と３ドメイン説
　生命の起源は未だ明らかに
されていませんが，現在の地球
上の生物は，共通の祖先から
進化して，バクテリア（細菌），
アーキア（古細菌）， 真核生物
の３ドメインに分類されます。
アーキアとバクテリアは原核生
物で，ゲノム編集への応用で有
名になった CRISPR-Cas 獲得
免疫システムを有します。一方
で，ゲノム DNA を複製する分
子装置を比べると，アーキアと
真核生物が共通の祖先から進
化していると推定できます。す
なわち，原核微生物のアーキア
が，我々ヒトと酷似した複製装
置構成タンパク質を有していま
すが，同じ原核微生物でもバク
テリアは全く異なる分子装置の
進化をしています。応用生命
化学分野では，アーキアの中で
も，100℃以上の高温で生息
できる超好熱菌を使って，ゲノム DNA の安定性を維持するための分子機構を研究してい
ます。損傷が入りやすい超高温環境化で，自分の遺伝情報を守るための分子機構を解明し，
その成果を有用遺伝子工学技術開発に繋げていきます。

複雑系微生物の分子生物学的な解析と持続型物質生産，
環境保全への応用
　自然界には未だに名前の付いていない微生物や分離が難しい微生物が大半を占めてい
ると言われています。これらの働きや構成，遺伝子情報を明らかにし，資源循環や環境保
全に役立てる研究を行っています。
　培養の難しい微生物を直接蛍光顕微鏡下でキャピラリー分離をしたり，遺伝子情報や存
在状態や解析から働きを探り，質量分析装置などを駆使して新しい微生物に名前を付けて
いきます。

私は学部生時代に微生物の働きによっ
て排泄物を液体肥料にする微生物の特
性解析に取り組んでいました。研究に没
頭する中で、微生物の持つ未知の可能
性に魅了されたことはキリンビールに入
社したきっかけの 1 つでした。応用生
命科学分野には多くの研究室があり、自
身の知的好奇心を刺激してくれる研究に
きっと出会えるはずです。研究を通じて
将来の「ありたい姿」を具体化し、それ
を目標に研究に取り組むことができると、
とても有意義な学生生活を送ることがで
きると思います。皆さんの学生生活がよ
り良いものになるように応援しています。
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応用生物科学コース

食糧化学工学分野

フードサイエンス＆テクノロジーの旗手として
　食糧化学工学分野は，科学（生物学，化学，物理学）を基盤として最先端の食科学に関わる研究と教育を行
う我が国唯一の食総合科学分野です。

分野長による分野紹介

ヒトが生きていくためには，「食べること」
は必須ですが，「食べること」によって，我々
は生きていることを実感し，また幸せを享
受しています。さらに，この「食べること」
を通じて我々は，様々な生活習慣や文化
のもと，その時代や地域に特有の食文化
を形成しています。このように食べ物は，
生きていくために必要な単なる材料ではな
く，生きていることの幸せや意味を実感さ
せてくれる大切なものでもあります。食糧
化学工学分野では，最先端の食サイエ
ンスとバイオテクノロジーを駆使することで，
「食」を様々な視点から解析し，それを
通じて人類へ貢献することを目指し研究
を行っています。本分野では，食品によ
る健康維持・増進，食品の高付加価値
化，食品のおいしさや安全性評価，食品
製造プロセス開発，さらには環境・エネル
ギー問題解決などをミッションとする9 研
究室から構成されており，我が国だけで
なく世界の食科学研究をリードする研究と
教育を行っています。積極的に展開され
ている産学官連携研究の成果は，様々
なかたちで社会に還元されています。ま
た，様々な学部と連携した学際的な研究
成果をあげているとともに，産学官の様々
な領域で活躍する人材を養成し送り出し
ています。食科学の次世代を担う，情熱
と意気込みを持った多くの学生が参入し
てくれることを期待しています。

食糧化学工学分野長　片倉　喜範 食糧化学工学分野ホームページ
http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/division/FoodSciTech/

本当に怖いメタボリックシンドロームの撲滅！
日本人の死因の上位が何かご存知ですか？　ほとんどの方ががん（悪性新生

物）と血管系疾患です。私たちは，主にこの血管系疾患の予防に栄養や食品開
発を通じて取り組んでいます。血管系疾患の中でも動脈硬化症はメタボリックシ
ンドロームの行き着く先で，ほとんどの方がこの病気で亡くなっています。メタ
ボリックシンドロームとは内臓性脂肪型肥満に加え，高脂血症，高血圧，高血糖
の危険因子のうち２つ以上が含まれる状態を言います。健康診断において，これ
らの危険因子の値が正常より少し高めであっても，何の対処もせず放置される方
が多くいます。ここにメタボリックシンドロームの怖さがあります。症状がゆっく
りと進んである日突然，深刻な病状になって現れることが多いので，日頃の生活
習慣が重要とされています。現在のところ動脈硬化症の発症を抑えていくため
に，血管の健全性はもとより，肝臓，小腸，脂肪組織の健全性を保つのが重要で
す。私たちはメタボリックシンドロームを発症するときの不健全な臓器間のコミュ
ニケーションを改善するメカニズムから，新たな食品の開発を目指しています。
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卒業生の活動の分野

　本分野卒業生の活動分野は多岐にわたり，主
として研究，開発，生産部門で活躍しています。
主な分野としては，発酵・醸造，製菓，乳業，製粉，
ハム，冷蔵，精油，調味料，その他の食品関連工業，
飼料，製薬工業，香料工業，化学工業（食品部門），
総合商社（食品，化学部門），公務員，大学・学校
などです。

卒業生からのメッセージ

「無限の可能性を開花させよう！」

2017年　修士課程修了

久保　智里
森永乳業株式会社　素材応用研究所

食糧化学工学の魅力は、食品につい
て様々な角度から幅広く学べることです。
私は学生時代、細胞を用いて食品成分
の機能性について研究をしていました。
学生時代に得た知識や学び、研究室生活
で培ったトライ＆エラーの精神は、食品
メーカーで乳製品の開発業務に携わる今
なお、非常に役立っています。

明確にやりたことが分かっていなくて
も興味がある！、楽しそう！で進学する理由
は十分だと思います。皆さんの無限の可
能性を開花させる環境がここにはありま
す。折角の大学生活、様々な場所に飛
び込み、色々なことに挑戦して自分の可
能性を広げてみて下さい！

未利用天然素材から機能性食品へのバイオ変換
近年深刻な問題とされている高血圧症，動脈硬化症，糖尿病などの生活習慣

病の予防を目的として，日常摂取する食品に対して新たに生理的機能を付与させ
た機能性食品の設計を行っています。これら生活習慣病の発症に関わる生体内
代謝系の調節作用を有する食品成分を，広く各種生物資源や未利用資源などに
求め，様々な生理活性物質を単離・同定しております。その一部は，厚生労働省（現
在の管轄は消費者庁）認可の特定保健用食品として商品化され，ヒト臨床レベ
ルでの有効性が実証されています。このように，食品−医療分野の垣根を超えた
次世代型食品の研究は今後ますます高まっていくものと考えられます。また，我
が国の機能性食品研究は世界最先端であり，非薬物療法による生活習慣病予防
のさらなる発展が望まれています。

健康長寿の実現を目指したアンチエイジング食品の開発！
最近のアンチエイジング研究の進展から，老化・寿命を制御するメカニズムが

少しずつ明らかになってきているのと同時に，アンチエイジング（抗老化）を実
現するメカニズムについての報告も相次いでいます。私たちの研究室では，老
化や寿命を制御することが明らかになりつつある長寿遺伝子に注目し，動物培養
細胞を用い，最新の高感度機器分析技術を利用することで，長寿遺伝子を活性
化するアンチエイジング食品の探索と同定，さらにはその機能性解明を行ってい
ます。アンチエイジング活性を有する食品の探索とその具体的な機能性の解明
に関しては，産官学共同研究体制で推進しています。

私たちの研究室の具体的な研究テーマは，
1）長寿遺伝子をターゲットとしたアンチエイジング食品の探索・同定と
　　その機能性解明
2） 食品の認知機能回復効果のメカニズム
3） 発毛・皮膚改善を実現する食品成分の探索と同定
4） 食品の有する抗腫瘍・抗メタボリックシンドローム効果

イワシ筋肉タンパク質からの血圧降下ペプチド含有機能性食品の設計とその機能解析
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地球森林科学コース

森林機能制御学分野

22世紀の子供達に豊かな森林を残すために，
持続可能な森林の管理と経営を目指した教育と研究を行っています

分野長による分野紹介

森林機能制御学分野長　溝上　展也

森林は，人間の数世代にわたる長期間を

想定しながら育て，管理しなければなりませ

ん。森林機能制御学分野では，森林資源を

超長期にわたって健全に維持することを目的

に教育・研究を行っています。具体的には，

自然環境の保全と国土保全，自然災害防止

にかかわる森林の機能の解明，森林資源の

計測に関する新技術の開発，木材の生産と

環境保全を調和させた森林経営や森林政策

などを教育・研究の対象としています。

　森林は，生物多様性の維持，水資源
や国土の保全，木材や食糧などの供給，
快適な生活環境の形成，リクリエーショ
ンの場の供給など多面的な機能を有し
ています。近年では空気中の二酸化炭
素増加の約 20％が熱帯林を中心とした
森林減少に起因していることが明らかと
なり，地球温暖化を抑止する森林の機
能が注目されています。森林資源は貴
重な再生産可能な資源であることから，
健全で豊かな森林の保全とともに，適
切な伐採と利用・更新・育成といった
サイクルを確立することが求められてい
ます。時には，千年を超える期間にわたっ
て森林を管理し，多面的な森林の機能
を高め，環境と社会・経済との調和を
図ることが必要です。
　森林機能制御学分野では，自然環境
や国土の保全，自然災害に対する森林
の防災機能解明，森林資源の計測に関
する新技術の開発，持続可能な森林管
理と経営手法および計画，そして森林
に関わる政策などを，具体的な教育研
究の対象としています。当分野は，森
林計画学，森林保全学，森林政策学と
いう3つのフィールド系研究室で構成さ
れ，この 3研究室が連携協力しながら
教育を行っています。当分野の特徴は
持続的な森林の維持管理を実現するた
めに，自然科学と社会科学の立場から
総合的にアプローチしていることです。

豪雨の増加による森林の荒廃（写真左）と
その復旧・再森林化（写真右）も重要な課題

　前世紀から続く地球規模の気候変動により，九州などでは強い雨が統計的有意
に増加しており，これまでは安定していた森林斜面が崩壊して荒廃する（写真左）
ことも多く見られ，森林資源損失の軽減と再森林化（山腹工：写真右）による森林・
林業の持続が重要な課題となります。これらは世界的な課題となっています。
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卒業生の活動の分野

卒業生の半分以上が大学院修士課程に進
学します。学部卒業者と修士課程修了者の主
な就職先は，国家公務員（農林水産省林野庁，
国土交通省水管理・国土保全局），独立行政
法人国際協力機構，地方公務員（都道府県の
森林関連部局，政令都市の都市公園部局，市
町村役場），また民間では紙・パルプ企業（王
子製紙，日本製紙等），住宅関連産業（住友林
業等），測量・環境関連産業（建設技術研究所，
アジア航測，国土防災㈱，各種設計事務所等），
その他情報・金融機関など多彩です。

卒業生からのメッセージ

「考える姿勢を大切に」

学生時代は海外の森林に漠然とした
興味があり、本分野を選びました。研
究室では途上国の森林の研究に取り組
み、一筋縄では解決できない課題があ
ることを認識しました。前職の民間企
業では海外山林事業に携わり、現在は
研究者として国内外の森林を対象に研
究をしています。まだ道半ばですが、
どの立場であっても目の前の課題につ
いて自分で考え、勉強する姿勢は重要
であると感じています。本分野ではそ
うした姿勢を学ぶことができると思い
ます。皆さんが興味ある物事に挑戦し、
充実した学生生活を送れることを願っ
ています。

2019年　博士後期課程修了

志水　克人
国立研究開発法人森林研究・整備機構 

森林総合研究所

最近の森林斜面起源の土石流災害と流木被害
　土石流の先端には巨礫とともに流木が集中し，家屋を破壊することがあります。
森林をよく管理し，流木を出さないことも望まれます。

越境する素材生産事業体
　写真は大分県南部で事業を行う宮崎県北部に所在する素材生産事業体へのイ
ンタビュー調査の様子です。広大なスギ・ヒノキ人工林資源の成熟と林業政策の
反映により，九州は全国有数の素材生産量を誇っています。事業者も木材も県境
を越えて行き来している中で，政策的課題を探るために経営や流通実態について
林業の現場でデータを収集します。

東南アジアの熱帯林
　熱帯林には様々な役割が存在します。例えば，地球温暖化の抑止重要な役割を
果たしますし，薪や炭，木材の供給源として地域住民の生活を支えます。森林の調
査やインタビュー，衛星画像の解析など様々な手法を用いることで，様々な役割に
沿った森林の管理手法を模索しています。
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地球森林科学コース

森林機能開発学分野

分野長による分野紹介

森林生態系の謎をDNAで解明する
　森林は地上で最も多様性に富んだ生態
系で，DNAに記録された遺伝情報の宝庫
です。地球の長い歴史の中で形成されてき
た生物多様性や，遺伝情報を理解し，保全
していくことは人間の営みにとって不可欠で
す。森林の複雑な生命現象をDNAを通じ
て明らかにし，よりすぐれた性質を持つ森林
を育てるための研究を進めています。

森林生物の潜在的な有用性を活用する 
　森林を構成する多種多様な樹木，キノコ
やその他の生物は，様 な々化学成分を合成
し蓄積・放出しています。まだ知られていな
い抗菌・抗ガン・リラックス効果などの生理
活性を持つ有用成分を探索すると同時に，
その生合成機構の解明を行っています。ま
た，森林資源を生かした，健康や快適空間
を促進するための研究を進めています。

木材のサイエンス
　木材は強靱さや和やかさなどの多様な機能
を持ち，環境に優しく，人類が快適・安全に生

森林機能開発学分野長　

松村　順司

森林生態系の未知の機能を探る
　森林機能開発学分野では，森林とそこに生育する多様な生物を分子から生態系までの幅広い視点から研究し，
これにより地球環境を保全・修復することを目指しています。

木材の構造
　形成層活動の結果，樹幹の内側に木部が形成さ
れます。この木部が年々蓄積されたものが木材で
す。木材は主に炭素，水素，酸素からできているので，
樹木は炭素を固定し続けることに貢献しています。

（上図は小学館の「世界の木材」から引用）

活するためには不可欠な資源です。この資源
の利用を持続可能なものにするため，樹木の
育成と材質の評価を行い，次世代の木質資
源を創出するための研究を行っています。

分子レベルから樹木の機能を解明する
　樹木は，光エネルギーを化学エネルギーに
変換します。葉緑体は二酸化炭素を固定し，
セルロースやリグニンなどの高分子化合物に変
換し，樹幹に蓄積します。炭素蓄積効率や環
境適応力を高めるために，遺伝子や分子レベ
ルでの生理機構の研究を進めています。

木質バイオマスの高度利用による循環型
社会を目指す
　樹木（木質バイオマス）を高度利用して
循環型資源として活用することは，地球温
暖化防止や化石燃料資源の枯渇問題に対
する重要な解決策の一つです。未利用材
や木質バイオマス廃棄物の燃料変換技術
の開発や，遺伝子工学的手法によって木質
バイオマスを利用しやすくする研究にも挑戦
しています。

27



卒業生の活動の分野

卒業生のおよそ８割は大学院修士課程に
進学しています。学部卒業者と修士修了者の
主な進学先は，公務員の場合，農林水産省，国
土交通省，地方自治体の行政および研究職，
また民間企業では，製紙，化学，住宅・建材，商
社，情報，環境など幅広い分野にまたがってい
ます。

卒業生からのメッセージ

「様々なことに刺激を受ける」

私は当コースで学ぶ中で木材利用に興
味がわき当分野に進みました。研究では

「なぜこの樹種を植えるのか」を考える
ことが多く、この経験は材料利用に関し
ても社会貢献や環境問題を考えなくては
ならない今とても重要なことを学べたと
感じています。また分野内でも研究内容
が全く異なる同期がいることは、研究面
でも大学生活面でもいい刺激をもらえま
した。

農学部はカバーする分野が多く、やり
たいことが分からない人でも興味が湧く
ものに出会えるよい場だと思います。ぜ
ひこの環境に飛び込んでみてください！

2020年　修士課程修了

古閑　美子
積水ハウス

葉の不思議

森林とDNA研究

　植物細胞の中では，葉緑体やミトコン
ドリア，ペルオキシゾームなどの細胞小
器官と細胞質の間をいろいろな物質が移
動します。移動する物質の量や速度が変
わると，光合成の効率や樹木の成長は大
きく影響されます。この物質の移動を葉
を壊さずに測定したり，コントロールする
技術は急速に進歩しています。

　写真は，東南アジア熱帯降雨林（フタ
バガキ林）です。現在，急速に消失し，地
球環境にとって大きな問題となっていま
す。熱帯地域の遺伝子資源を守り，熱帯
林を修復・再生するための DNA 研究が
世界規模で進められています。（上の写
真は DNA 塩基配列分析）

　高脂肪飼料を 40 日間食べさせたマウスの X 線 CT スキャン画像（腹部）。黒い部
分が体脂肪（白い部分は骨 ､ 灰色の部分は内臓 ･ 筋肉）です。写真左は高脂肪食 ､
右は 5% キノコ配合高脂肪食で飼育したもので，キノコを食べさせると皮下脂肪 ､ 内
臓脂肪の減少しているのがわかります。

キノコの機能性

樹木細胞壁形成の統合サイエンス

インテリアに適した
国産早生広葉樹の発掘

　地球上バイオマスの 90% 以上を占め
る樹木細胞壁の形成機構を，遺伝子工学，
生合成酵素，成分化学，組織科学を駆使
して解明し，バイオエタノール，化成品
原料，紙・パルプ等に利用しやすい樹木
の開発を通して，二酸化炭素排出の少な
い持続的再生産社会の構築を目指してい
ます。

　成長が早い樹木は高炭素固定能を有
し，地球温暖化防止に貢献しています。
また，植栽から収穫までの期間が短く，
育種することで次世代に高品質の木材を
生産することができます。写真は，これ
まで使われてこなかった国産の早生広葉
樹の中からインテリアに適した樹種を発
掘し，試作したイスです。インテリア業
界からも高い評価を受けました。
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地球森林科学コース

生物材料機能学分野

分野長による分野紹介

人と地球環境に優しい森林資源の高度利用をめざす
　生物材料機能学分野では，バイオマス（生物資源）の９割が木質資源であることから，主としてその物理的，化学的，
生物工学的変換によって地球環境の保全とバイオマスの高度利用の途を拓こうとしています。最近では，ナノテク
ノロジー，分子生物学を中心とする先端テクノロジーを駆使して，新規機能性生物材料の開発にも取り組んでいます。

私たちの安全で快適な暮らしは，持続的
で環境に優しい「モノづくり」や「エネル
ギー生産」に基づく必要があります。コスト
や効率を最優先に考え，生態系との共存を
ないがしろにした前世紀の非持続的生産・
消費行動を見直し，地球が本来持つ物質・
エネルギー循環系の輪の中に人の営みを
位置付ける時代が到来しています。
生物材料機能学分野は，人類社会の
発展と自然環境との調和を目指して，木質
を中心とする生物素材の未知機能を探究
しています。樹木は地球圏の炭素・水循
環を中継する生物で，時に数百年から数
千年もの寿命を持つ，再生可能なバイオマ
ス資源です。当分野では，この樹木生命
体のナノからマクロに至る階層構造に着目
し，物理工学的・化学的手法やナノ・バイ
オテクノロジーを駆使する先端マテリアルの
機能開拓を行っています。具体的には，樹
木の長寿命を木質材料の長期利用に生か
したり，天然多糖類のナノ構造制御やハイ
ブリッド化による電子・メディカル材料の創出，
さらには水だけを使う革新的なナノ加工技
術の開発や，樹木の分解者であるキノコの
物質変換能を創薬やファインケミカル合成に
活かす研究など，幅広く「自然に学ぶマテ
リアルサイエンス」を展開しています。
農学を志向する皆さんは，自然が大好き

だと思います。その気持ちを生物材料機
能学と結び付けることで，農学が先導する
グリーンマテリアルイノベーションが実現し，
真に豊かな人類社会の構築が可能になる
と信じて，我々は教育・研究と人材育成を
行っています。

生物材料機能学分野長　北岡　卓也

大断面集成材を使った
木造ドーム外観とその内部
　木造住宅や木質構造物は，二酸化
炭素を貯蔵し，環境への負荷が少ない
木質系材料から構成されることから，
第2の森林と呼ばれます。したがって，
これを増やし，長く使うことは森林造
成と等価と言えます。

腐り難く，割れ難い木材を使う
　木材は屋外で使用するとき，防腐・防
虫処理して，耐久性を高め，美しい状態で
その使用できる期間を長くすることは森
林資源保護の立場からも重要です。写真
は木材に薬剤を注入処理して腐り難く，
割れ難くした木柵や屋外遊具です。
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卒業生の活動の分野

卒業生の80％程度は大学院に進学しま
す。学部学生と修士修了学生の主な就職先
は公務員（国，地方の研究機関および行政），
企業（王子製紙，日本製紙，積水ハウス，大建
工業，住友林業，大日本印刷，凸版印刷，森永
乳業，味の素，山崎製パン，アサヒビール，サッ
ポロビール，日立製作所，旭硝子，旭化成，花
王，東レ，帝人，ダイセル，東洋紡，三菱レーヨ
ン，ロート製薬，アース製薬，大鵬薬品工業等）
です。

卒業生からのメッセージ

「未来を切り開く研究者になる」

当分野は、農学部の中でも扱ってい
る研究分野が特に幅広く、様々な知識
を目の当たりにできることが一つの特徴
です（卒業生の就職先も食品・化学・建材・
製薬等さまざまです）。そのため、自身
の糧となるものが多く、円滑に研究を
進めることができると思います。私自身
も、「のびのびと研究を行い、研究者の
卵になりたい！」との思いで当分野への
進学を決めました。コロナウイルスは私
たちの生活を一変させましたが、「新し
い当たり前」は私たち自身で作らねば
なりません。そんな挑戦を、生物材料
機能学分野でやってみませんか？

2021年　修士課程修了

福田　直弥
東レ株式会社

セルロースからなる蜂の巣型フィルム

　バイオマスの主成分であるセルロースから，いろいろなパターンや機能を示す物質（フィル
ム，繊維3D構造体）がデザインされ，開発されています。これらのパターンと機能との相関を
明らかにすることにより，さらなる材料デザインが可能となります。

キノコの生物機能の解明と応用

　キノコとして知られる担子菌類は最も高等な真核微生物であり，その物質変換能には目
を見張るものがあります。この能力を徹底的に理解し，利用するため，遺伝子発現ネット
ワーク・全タンパク質解明・鍵酵素の作用機構解明など，およそ妥協を許さない網羅的
な解析を行っています。この生物機能を駆使する新しいバイオマス変換技術の開発や，さ
らなる機能強化・機能改変による創薬・ファインケミカル合成への応用を夢見ています。

海で生分解する木質模倣微粒子

マイクロプラスチックによる海洋汚染が深刻化しています。特に，使用後の回収が不可
能な化粧品用微粒子を生分解性素材に代替する必要があります。木質成分は太古の昔か
ら海洋微生物によって生分解されてきた環境に優しい素材です。樹木細胞壁のナノ－マイ
クロ階層構造を模倣して粒子状に再構築することで，多彩な材料機能を備えた“海で生分
解する木の微粒子”を合成することができます。
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動物生産科学コース

水産科学分野

分野長による分野紹介

　海洋・河川・湖沼からなる水圏は，地
球の表面積の7割を占め，穏やかな地球
環境の形成と安定化に重要な役割を持っ
ています。水圏には微生物，藻類，無脊
椎動物から哺乳類に至る極めて多くの生
物が生息し，それぞれ固有で多様な生命
活動を営んでいます。そうした生物たちは，
食資源としてのみならず，医薬品や生活資
材の資源としても，我々の生活に深く関わっ
ています。しかし，今，地球環境は大きく
変動しており，これまで安定であった海洋
環境も急激な変化にさらされています。そ
うした環境変動は，水圏動植物の分布や
生物生産に大きな影響を与えており，四方
を海に囲まれて様 な々海の生態系サービス
を受けてきた我が国にとって重大な脅威と
なっています。
　水産科学分野では，生態系を健全に保
ち，水圏の生物資源に秘められた利用可
能性を人類の未来に役立てるために，水
圏生物の生命現象の解明や未知の有用
生物資源の研究を進めると共に，最先端
の講義と豊富な実験・実習プログラムを通
して，水圏生物の生命科学，環境科学，
生命工学のエキスパートを育てています。
地球に残された最大のフロンティアである
水圏環境の保全と，そこに生息する多様
な生命体の理解と高度利用に関する研究
に果敢に挑戦する学生を求めています。

水産科学分野長　鬼倉　徳雄

地球はアクアプラネット

産卵用の飼育水槽に移されるカタクチイワシ

異種赤血球を補体が破壊すると，ヘモグロビンが放出されて赤血
球細胞が消え，透明になってしまいます。

補体− ＋

ウ
イ
ル
ス

感
染
細
胞

攻
撃
し
て
い
る

リ
ン
パ
球

コイ血液中の白血球
（M=マクロファージ，L=リンパ球）

大切な漁業資源の持続的利用
　水産食料資源として最も重要なイワシ・アジ・サバ類は多獲性小型浮魚（うきうお）と
呼ばれ，その資源量は長期的な海洋生態系の変化に応じて大変動することが知られていま
す。これらの漁業資源を持続的に利用するには適切な資源管理が必要で，そのためには，
種々の環境における繁殖，生残，成長などに関する生物特性の解明が不可欠です。多獲性
小型浮魚類は大変馴染みのある魚ですが，天然での生態には未解明の部分が数多く残さ
れています。これらの魚を飼育下で産卵，成育させ，それらの環境応答を調べることにより，
調査船による研究のみではわからなかった色々な種の特性が明らかになってきました。

魚類の補体とリンパ球による細菌の破壊やウイルスの排除
　補体は血液中を循環し，抗体と協力して働く殺菌タンパク質群で，特に魚類の補体活性
は哺乳類よりも遥かに高く，また幅広い温度で機能します。魚類の血液中には，ウイルス
感染細胞を除去するための細胞傷害性リンパ球などの白血球が巡回しています。薬による
治療が困難な魚のウイルス病を予防するために，このようなリンパ球機能を利用するワクチ
ンの開発が有望です。
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卒業生の活動の分野

　水産科学分野の卒業生は，国内外の大学や
国公立の研究所，国家公務員，地方公務員，教
員，博物館や水族館の学芸員，一般企業では
食品・飲料（日本水産，ニチレイ，ハウス食品，
明治製菓，キュピー，伊藤ハム，丸大ハム，キッ
コーマン，森永乳業，キリンビール，カルピス，
アサヒ飲料，他），飼料（中部飼料，林兼産業，
他），製薬（武田製薬，第一三共，塩野義製薬，
大正製薬，大塚製薬，アステラス製薬，田辺三
菱，他），商社（三菱商事，丸紅，出光興産，他），
通信（ＮＴＴドコモ，ＮＴＴデータ，他），金融（大
和証券，福岡銀行，他），財団法人（化学及血清
療法研究所，化学物質評価研究機構，他）等幅
広い分野で活躍しています。

卒業生からのメッセージ

「水圏の素晴らしさを学ぶ」

2012年　修士卒業

井原　高志
西日本技術開発株式会社 環境部

フロンティア研究として期待の大きいマリンバイオ
　人類が未来を豊かに生き抜いていくには，海洋の未知遺伝子資源とその産物を人類の福
祉と健康，エネルギー問題等の解決に役立てて行く必要があります。私たちは，迷宮（ラビ
リンス）を語源に持つラビリンチュラ類等の海洋微生物の特殊な機能やそのメカニズムを解
析するとともに，有効利用することを目指しています。

海草アマモ群落での生物群集調査（能古島）
　海草類あるいは海藻類の群落（＝‘も場’）は，沿岸域での重要な一次生産の場です。また，

‘も場’には栄養塩の吸収による水質浄化の機能もあります。さらに，他の水生生物の生
活基盤（産卵場，餌場，隠れ場）ともなっています。ですから，‘も場’が減少することは，
環境保全の面のみでなく，生物資源保全の面からも決して良いことではないと考えられま
す。私たちの研究室では，博多湾の環境保全を目的に，海草アマモ場に関する様々な調査
を行っています。写真左は地引網や投網による魚類を中心にした調査，右はライトトラップ
を用いた夜間の動物群集調査の様子です。この他にも，囲い網によるエビ・カニ類を中心
とした調査，プランクトンネットを用いた日中での動物群集調査も行なっており，博多湾の
アマモ場に棲息する生物群集の包括的データの収集に取り組んでいます。

有害赤潮藻シャットネラ
　有害・有毒種を含む植物プランクトンの光
合成や増殖などに及ぼす環境要因や汚染物
質の影響について，遺伝子から生態レベル
に至る幅広い視点から調べています。

200μm の蛍光マイクロプラスチック
を飲み込んだメダカの蛍光画像
　近年プラスチック，特に微細化したマイク
ロプラスチックの汚染が懸念されています。
我々はメダカをモデルとしてその体内動態
と影響，吸着化学物質との相互作用を研究
しています。

水産科学分野では、水圏生物の生態・
生活史や分子生物学等について多角的
に学ぶことができます。私は学生時代、
フィールドワークで魚類の遡上や産卵の
瞬間など、水圏生態系の素晴らしさを体
感しました。それらの経験から、生物と環
境との関連性について特に興味を持ち、
土木分野で環境に関わる仕事をしたい！と
考え、建設コンサルタント会社の環境部
へ入社しました。進学動機は興味がある！
面白そう！で十分だと思います。研究を進
めて行くうちに、「やりたいこと」が見つ
かり、それが「仕事」につながる機会がきっ
とあるはずです。
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動物生産科学コース

アニマルサイエンス分野

分野長による分野紹介

　食肉，乳そして卵は，陸圏に生存する
動物から人類への食の贈り物です。アニ
マルサイエンス分野は，これらの動物に関
する学問領域を教育し，研究しています。
すなわち，動物のからだの仕組みや働き，
発生や生殖に関する基礎分野から動物
資源の高度利用，機能性食品の開発，
飼料資源の評価といった応用分野にいた
る幅広い領域に広がる学問です。さらに，
近年では，ラットやマウス（実験動物）を
用いて，人類の健康や科学の発展に資す
る研究も行われるようになりました。現在で
は卒業生の多くが，大学院に進学してい
ます。その後の就職先としては，食品会
社（最近の例として，伊藤ハム，味の素），
飼料会社（協同飼料）のみならず，製薬
会社（小野薬品，小林製薬），シンクタンク
（蓄積した知識をもとに情報を分析し，提
言を行う頭脳集団）系会社（日鐵住金
総研）への就職と，幅広い職種に就いて
います。もちろん，公務員（農林水産省，
東京都，福岡市）や大学教員（九州大
学，京都大学，宇都宮大学）への就職に
も，依然として強みを発揮しています。陸
圏の動物について学び，未解明の数多く
の不思議さについて私達と一緒に研究し
ませんか。

アニマルサイエンス分野長　飯田　　弘

生命と環境のため動物を科学する

牛が好む牧草を
調査する
　写真は久住高原での野外草
地調査実習。家畜飼料の有効
利用のために，飼料の摂取量
を調節するメカニズムや飼料
の消化機構についての生理学
的研究も行われています。

生殖細胞形成の仕組みを調べる
　様々な動物や多能性幹細胞・精子幹細胞などの様々な幹細胞を用いて，生殖細胞形成
を制御する分子機構を調べています。この研究を通じて動物種間の多様性の解明や体外
での生殖細胞形成など動物学・畜産分野・医療分野への応用が期待されます。

左 . 培養中の多能性幹細胞（ES・iPS 細胞）
中 . 培養下で再構成された精巣様構造
右 . 培養中の精子幹細胞

ウシの妊娠認識物質と子宮腺産生因子の解析
　家畜胚は透明帯から脱出したのち細長い形態へと伸長し（伸長期胚），その後着床を開
始する。これはヒトやげっ歯類では見られない家畜胚の特徴である。ウシの早期胚死滅は
主にこの時期に発生するため，伸長期胚の産生する妊娠認識物質と，その刺激およびプロ
ジェステロンによって制御される子宮腺産生因子の解析は受胎率向上に重要である。
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卒業生の活動の分野

　卒業生は大学院進学の他，主に官公庁，農
業団体，乳業・食品会社，製薬会社，畜産関係
商社などに就職して活躍しています。

卒業生からのメッセージ

「幅広い視野をもってチャレンジ」

　アニマルサイエンス分野では、哺乳
類の生命の神秘から、畜産業や医療・
健康科学への応用等、様々な視点での
学びの機会が得られます。私自身、当
分野での授業や研究を通して、動物と、
社会と、自分自身の生活と、そのすべ
てを近くに感じられる学びが出来たと
思っています。現在はエネルギー業界
で働いていますが、「自然との共存・豊
かな生活に向けた応用」という視点は、
当分野での研究に限らず、社会の多く
の業界での仕事に共通する考え方なの
だと実感しています。大学での経験は、
勉強もそれ以外も、自分の視野を広げ
る大事な財産になります。皆さんも興
味を持った事にはどんどんチャレンジし
てみてください！

家畜の味覚センサーを解析する

　家畜・家禽の味覚受容体群を同定し，これらを刺激することでエネルギー代謝や摂食量に
対してどのような影響を与えるのか検証しています。画像化技術を用いて細胞の経時変化
を観察したり（左），呼気ガス分析によるエネルギー代謝変化の測定（右）を行っています。
この研究を飼養をはじめとした畜産業への応用に活かしたいと考えています。

筋肉の肥大・再生・萎縮・形質変換現象を調べる

　骨格筋の肥大・再生・萎縮・変
換の分子機構を明らかにし，物理
刺激や食品による身体能力の維
持・向上，および食肉生産性の向
上を目指して研究を行っていま
す。これらの基礎研究は健康補
助食品や医薬品への応用が期待
されます。

写真 A：筋肥大・再生を開始させる成長因子と受容体が筋肉に存在する。
写真 B：食肉成分を摂取すると筋肉の特性を担う筋線維の型が変換する。
写真 C：新規成長因子を投与すると筋肉が肥大する。

2018年度　修士課程修了

井原　由理
九州電力株式会社

体内時計や季節リズムを動物生産や健康科学に応用する

　明暗周期や季節周期が動物の行動，神経，代謝に及ぼす影響を明らかにし，体内時計の乱
れで生じるストレスや病気を改善できる栄養成分などを探索しています。各種行動試験，断層
画像による体組成の解析，神経細胞の蛍光染色，遺伝子の発現解析などを行なっています。
ストレス制御，産肉性制御，冬季うつの予防改善などへの応用を視野に入れています。
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農　場

土を耕し，生き物を育む研究と教育を
　農場は，伊都キャンパスのアグリ・バイオ研究施設を中心とした３つのエリア（作物，畜産および園芸），篠栗
果樹園（篠栗町）および高原農業実験実習場（大分県竹田市）からなり，フィールドを活かした体験的な農業
実習教育を学部学生に対して行なっています。大学院では，農業生産生態学分野および家畜生産生態学分野で
院生を受け入れ，広い圃場や大家畜を用いたユニークな研究を行なっています。

水田の高度利用技術の開発
　水田は水稲作の場としてのみならず，多様な環境保全
機能を持った土地装置とみなされていますが，我が国で
は減反率が40％を超えています。水田の機能を最大限
に発揮させるため，イネのように通気組織が良く発達した
ダイズ品種を選抜し，これまで不可能と考えられていた
湛水田におけるダイズの生産を目指しています。

湛水耐性ダイズの研究
写真上：湛水田でのダイズ栽
培。写真右上：湛水条件下でダ
イズに形成される二次通気組
織（白色の部分）。写真右下：二
次通気組織形成に関与する量
的形質遺伝子座の位置。

浮イネを家畜の餌に
高収量の飼料作を目指す
　イネを牛の餌とする「飼料イネ」に，日本全国で取り組んでい
ます。多くの場合，子実をつけたイネの植物体をサイレージとし
て利用しますが，当農場では，日本ではほとんど子実をつけない「浮
イネ」の飼料化を目指しています。現在，浮イネの飼料化が注
目を浴びつつあります。

ウシの体質制御による国内の草資源をフル活用した
安全で良質な牛肉生産システムの開発
　近年，日本の牛肉生産はBSE（牛海綿状脳症）
等の発生に見られる食の安全性に関する問題等
の多くの問題を抱えています。私たちは国内の草
資源を活用する牛肉生産に適応したウシの“体質
形成プログラム構築”のために“代謝生理的インプ
リンテング（刷り込み）効果”という新しい概念を導
入し（草からの栄養吸収能力を高める体質つくり），
これまで不可能とされてきた草資源を活用した安
全で良質な牛肉の生産を目指しています。

多様な果樹遺伝資源を活用して
新しい品種を生み出す
　果樹栽培において良質な果実を生産する栽
培容易な品種の育成が望まれています。農場
で保存している国内外の多様な果樹遺伝資源
から新しい品種を生み出し，それらの遺伝的性
質や栽培技術についての研究を行っています。

養液栽培システムによる
園芸作物の高品質生産
　園芸作物生産の高品質化と環境へ
の負荷軽減を目的として，湛液・循環型
養液栽培システムの実証的研究を進
め，実習教育に役立てています。

園芸エリア

作物エリア
畜産エリア

アグリ・バイオ
研究施設
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演習林

森林の多様な機能から学ぶ
　近年，私たちは，地球温暖化，酸性雨，砂漠化など，生物の生存を否定しかねない複雑で深刻な問題に直面し
ています。これらの問題解決には，森林が大変重要な役割を担っており，多様な森林の保全・育成，森林資源の
利用，さらには森林と人間活動の関わりに関する研究が強く求められています。
　このような課題に応えるため，農学部には教育研究のための森林「演習林」が附属施設として設置されてい
ます。演習林は，福岡演習林（篠栗町・久山町），宮崎演習林（椎葉村），北海道演習林（足寄町）の 3 演習
林からなり，暖温帯から冷温帯にいたる日本列島の主要な植生帯をカバーしています。演習林ではこのような
多様な森林フィールドを活用した教育と研究を展開しています。

人工林の育成技術の研究
　スギ，ヒノキ，カラマツ，ミズナラ等様々な樹種を対
象にした育成試験を行っています。育成技術の開
発とともに人工林のもつ機能を多面的に評価する
ための試験と調査が行われています。

森林の中で水・物質動態の測定
　森林生態系において水や炭素や栄養塩がどの
様に循環しているのかを測定し，樹木をはじめとす
る生物と土壌などの環境がどの様に関係している
のかを調べています。

森林流域における水・物質循環の測定
　森林流域から流出する水量や水質を調べ，森林
流域に降った雨や物質がどのように変化して出て
行くのかを調べています。

森林と動物・昆虫との関係
　日本各地でシカなどの野生動物による生態系
の改変が起きています。演習林では，植物だけで
なく動物や昆虫などを同時に調査することで，森
林の動きをとらえようとしています。

多様な森林における実習
　自然条件・社会条件の異なる地に存在する３つ
の演習林を活用した様々な実習を行っています。

長期森林動態モニタリング
　樹木の成長や枯死など時間スケールの大きな
森林動態を長期にわたりモニタリングしています。
各演習林は日本および国際長期生態研究ネット
ワーク（JaLTER， ILTER）のサイトとして承認さ
れています。

北方丘陵の森
北海道演習林（3710ha）
年平均気温 6.3℃
年降水量 815mm

都市近郊の森
福岡演習林（464ha）
年平均気温 16.5℃
年降水量 1670mm

奥地山岳の森
宮崎演習林（2916ha）
年平均気温 10.9℃
年降水量 2822mm
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水産実験所

魚介類を育て，生き方をさぐる
　水産実験所は福岡市内から１時間足らずの津屋崎浜（福津市）に位置し，学内外からの実験所を利用した水
生生物や水圏フィールドを対象とした教育・研究活動を支援しています。また，水産科学分野に属するアクアフィー
ルド科学講座が置かれ，学部生・大学院生の教育と独自の研究活動を実施しています。

　実験所は，前方から金印の出土場所の志
賀島にかけて遠浅の砂浜と松原，後方はアマ
モの繁茂した入江，そして北側には磯魚の多
い岩礁域があり，多様な海洋環境に囲まれて
います。

様々な水槽設備
　実験所では，大型20トン水槽2基，3トン
水槽20基のほか多数の水槽を用い，年間を
通して様々な魚類・水生生物を飼育し実験
に用いています。水槽には1日中新鮮な海水
が供給されています。

調査・実習艇
　実験所は，わかすぎ（13トン），だんりゅう

（2.2トン）の2艇の調査・実習艇を保有し，
生物採集・海洋調査・臨海実習に使用して
います。�（写真：わかすぎ）

沿岸生態系を活用したCO2等削減
　沿岸域生態系や生物の有する機能を研究・
活用し，低炭素-循環型社会の実現を目指し
ます。

水産有用魚介類の増養殖技術開発
　海産無脊椎動物の産卵・発生・形態形成に
関わる分子メカニズムの解明し，新しい飼育・
増養殖技術の開発を行っています。

希少種の保護と環境保全への提言
　河川・干潟・沿岸域の魚類の生態・分布調
査と環境構造の解析を基に，環境保全の為の
提言を行っています。

水産実験所

玄界灘に面し多様な自然に囲まれる

学内外に向けた教育拠点として
◦学内向けには，農学部・基幹教育・理学部および
国際インバウンド事業の一環である留学生を対象と
した実習プログラムを提供しています。
◦学外向けには，西南学院大学，鹿児島大学などの
他大学による施設利用，および福岡高校，筑紫丘高
校，修猷館高校，大濠高校，城東高校などの高校や
地元小学校などへの実習活動支援などを行ってい
ます。

研究内容

海産無脊椎動物の生殖に関する研究
海産魚類の種苗生産技術に関する研究
魚類の初期生活史と増殖に関する研究
水棲生物の保全に関する研究
水産無脊椎動物の増養殖技術の開発
沿岸生態系機能によるCO2削減に関する研究
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生物的防除研究施設

益虫と有用微生物を使って，生物間相互作用を利用した害虫防除 !!
人畜に無害で安全な環境保全型防除法
　天敵（益虫と有用微生物）を利用して害虫を防除する，いわゆる生物的防除を専門に教育研究を行っている，
アジアで唯一の機関として知られています。生物的防除は自然の法則を利用して害虫を防除するので，生物種
および環境保全に最適な方法の一つとして，近年特に注目されています。

私たちは，生態・行動・生理・分子生物学など
様々な角度から天敵生物を研究しています！

他の昆虫に寄生し殺してしまう寄生蜂
　寄生蜂は産卵管を使って他の昆虫
に卵を産みつけ，孵化した幼虫がそ
の昆虫を食べ尽くし殺してしまいま
す。右の写真は固い殻を持つガの蛹
に産卵管を突き刺している寄生蜂で
す。これらの寄生蜂は害虫の発生を
抑える重要な働きをしています。

害虫と天敵の間でおきる攻防のダイナミクス
　マメゾウムシはアズキな
ど乾燥種子の害虫で，幼虫
はマメ内部を食害します。
コマユバチは，豆の外から
幼虫に卵を産みつけ，蜂幼
虫はマメゾウムシ幼虫を食
べてしまいます。どちらの
昆虫も，優れた実験生物で，
生態学や応用昆虫学の進
展に貢献しています。

天敵を放して害虫防除

　害虫の天敵である捕食性カメムシをナス栽培中のハウスに放すと農薬を
使わなくても害虫の発生が見事に抑えられました。（放飼区）。天敵を使わな
いと害虫は大発生します。（対照区）

天敵微生物学部門

目的の害虫だけを病気にする微生物たち
昆虫もヒトと同様，病気になります…

活躍する益虫たち
益虫を味方に害虫をコントロールする！

天敵増殖学部門

サツマイモの大害虫イモゾウムシから発見された原虫（原
生動物）
　イモゾウムシ（写
真左の矢印，体長約
5mm）は西インド諸
島を原産とするサツ
マイモの重要害虫で
す。日本では 1947
年に初めてその侵入が確認され，現在では奄美大島以南の南西諸島や小笠
原諸島に発生が認められています。2004 年，イモゾウムシからオーシスト
とよばれる原虫の耐久性細胞が発見されました（写真右）。この原虫の感染
でイモゾウムシの短命化や産卵数の減少が引き起こされることがわかってい
ます。現在，沖縄県病害虫防除技術センターと協力して，このイモゾウムシ
病原性原虫の研究を進めています。

※白線の長さは1/100㎜

19世紀半ば，世界一の養蚕国
フランスで発生したカイコの奇病…
その原因は微胞子虫でした
　微胞子虫はさまざまな動物の細胞内に寄生する
単細胞性真核微生物の一員です。昆虫が食物と共
に摂取した微胞子虫胞子は消化管内で発芽して細
胞内に侵入し，感染を広げていきます。感染末期に
は昆虫体内は多量の胞子で満たされます。海外では，バッタ類や畑作・果樹
害虫の防除に昆虫病原性微胞子虫が利用されています。

※ 白線の長さは1/100㎜

昆虫病原微生物の探索と害虫防除への応用
　自然環境には昆虫がたくさんい
るように，昆虫の病原微生物もた
くさんいます。注意深く観察する
と，病死虫を見つけることができま
す（写真１：疫病菌に感染したアブ
ラムシ，写真２：白きょう病菌に感
染したカミキリムシ）。また，生きた
昆虫を餌にして，土の中に生息し
ている病原微生物を釣り出すこと
もできます（写真３：ヤマトシロア
リを用いた昆虫病原糸状菌の釣り
出し）。
　アブラムシ，カミキリムシ，シロ
アリはそれぞれ作物，樹木，木製
品の害虫です。このようにして発
見された微生物は，これらの害虫
の防除に利用できる可能性があり
ます。

1

2

3

　　　　　　健全　　　　  感染死亡
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遺伝子資源開発研究センター

◉有用遺伝子資源の探索・保存と利用・開発を行う
　遺伝子資源は学術研究上はもちろん，農業・産業並びに地球環境の保全のために重要な国家的・世界的財産
です。これを安定的に維持保存することや，優れた性質をもつ遺伝子資源を新しく開発し，遺伝子操作などを用
いて改良してさらに有効に活用するための研究を進めています。
　本センターは，九州大学農学部が世界的に特色ある研究を推進してきたカイコ，イネを中心とする植物，産業
上重要な発酵微生物について研究を行っており，家蚕遺伝子開発分野，植物遺伝子開発分野，微生物遺伝子開
発分野の３分野から構成されています。なお，本センターは大学院システム生物工学講座の植物遺伝子資源学
分野，家蚕遺伝子資源学分野，および微生物遺伝子資源学分野として教育研究に参画しており，また本センター
で研修することができます。

イネ遺伝子資源の
圃場での栽培
　多数のイネ系統・品種の維持・
保存のため，圃場で栽培したイ
ネの特性評価は重要です。写真
は各系統を区別して栽培してい
るところです。隣り合った列のイ
ネは全て異なる系統・品種です。

　温帯地域の各地から収集した5000点のイネ品種お
よび独自に誘発した約9000系統の変異系統を保存す
るとともに，特性の評価を続けています。これらの品種・
系統を用いて，イネの進化や系統分化，遺伝学，生理・生化
学，分子生物学などの研究を行っています。

イネ遺伝子資源の多様性の解明と利用を目指す

抗生物質生産性放線菌の胞子色素変異株
　放線菌は，抗生物質，駆虫剤や除草剤など，人類
の生活に無くてはならない化合物を生産します。
このような放線菌に突然変異処理を行い，新しい
抗生物質の生産を調べたり，変異株のDNA情報
を解析したりします。これらの遺伝情報はデータ
ベースに登録しており，世界中の研究者が利用で
きます。図は抗生物質生産性放線菌の野生型株

（青緑色）に変異処理をして得られた変異株です
が，同じ株から2つの異なる色（薄紫色と黄橙色）
の変異株が得られることは，世界的にも例が無く，
これらの菌株の遺伝子の解明に注目が集まって
います。

　微生物はありとあらゆる場所に生息し，我々人
類に様々な恩恵を与えてくれる遺伝子資源の無
限の宝庫です。微生物遺伝子開発分野では，好
熱菌，低温菌などの極限環境微生物，放線菌，乳
酸菌などの発酵微生物や各種培養細胞の多数
の菌株や変異体を探索・分離し，これらの遺伝子
資源を利用した研究を行っています。特に，遺伝
情報の解析や組換えDNA技術を用いた有用
産物の生産によって，生命科学の発展やバイオ
テクノロジー技術の発展に寄与しています。

微生物遺伝子資源の多様性の解明と利用を目指す

多様なカイコ突然変異リソース
　本分野は，我国におけるナショナルバイオリ
ソースプロジェクト（NBRP）カイコの中核機
関に指定され，多種多様なカイコ系統が厳格
な管理の下に維持・保存されています。その
質と量は世界最大のコレクションで，カイコ研
究の拠り所となっています（写真は幼虫や繭
の突然変異の例）。カイコの系統維持には大
量（約７トン）の桑が不可欠で，学内や原町農
場地区に合わせて約３haの桑畑を管理して
います。圃場から研究業務まで守備範囲が広
い分野です。

　2014年，富岡製糸場が世界遺産に登録されました。日本
では養蚕が盛んであったため，カイコ（家蚕）に関する研究が活
発に行われてきました。九大では世界各地から収集した系統
や，その系統から生じた突然変異を保存すると共に，特性評価
や新たな研究素材の開発を行っています。本分野では，これら
の系統を用いて，カイコの進化，遺伝，生理・生化学，分子生物学
等の研究を行っています。世界の95％以上のカイコ突然変
異系統が維持されているため，その安全な保存法の開発研究
も進めています。

家蚕遺伝子資源の多様性の解明と利用を目指す
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農学研究院附属教育研究施設

イノべーティブバイオアーキテクチャーセンター

センター設立の経緯とミッション
　イノベーティブバイオアーキテクチャーセンター（i –
BAC）は，平成17年4月より5年時限の学内共同教育研究
施設として開設されたバイオアーキテクチャーセンターを母
体として平成27年4月に農学研究院附属教育研究施設とし
て発足した。本センターは「石油に依存しない生活資材やエ
ネルギーの供給など循環型社会構築への迅速な移行」，お
よび「長寿にともなう「健康の質」の向上」という新たな，かつ
学術および産業応用面で新農学生命科学研究に関連する
課題への社会からの切迫した要求に対応し，研究のみならず
教育による体系的かつ組織的な人材育成をも目的としてい
る。これにより本センターの担う教育研究機能が強化され，
農学研究院・生物資源環境科学府・農学部が果たすべきミッ
ションへの本センターのコミットメントが明確になる。本セン
ター設置により，農学研究院・生物資源環境科学府・農学部
による次世代農学に資する先端研究と人材養成の推進が一
層期待される。

センターの部門構成
　本センターは第２期バイオアーキテクチャーセンターまで
の成果を基盤に，バイオマスの階層構造を生かしたナノから
のバイオマテリアル部門（産業素材マテリアル・エネルギー
デザイン：工学との境界融合領域への展開），ならびに代謝
物プロファイル変動から「健康の質」低下を予測・予防する
メタボリックシステム部門（ポジティブヘルスデザイン：医
学・薬学との境界融合領域への展開）から構成される。本セ
ンターに所属する二人の主幹教授が主宰する研究センター

（合成システム生物学研究センター（合成生物学）：食品機
能デザイン研究センター（食品機能学））を各部門と連携さ
せながら，上記の喫緊の課題に対応する構成で産業界人材
による客員教員体制を刷新拡充し，センターにおける教育研
究を推進する。特に客員教員（非常勤教員）による教育指導
機会を設けることで学部・大学院教育へのリンクとその拡充
を図り，従来以上に柔軟で，横断的かつ実践的な教育研究展
開を目指している。
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　センター専任教員は九州大学生物資源環境科学府の大学院教育を担当しています。ここでは，植物工場などの
先進的植物生産システムに関する高度な学術的知識と技術について教育しており，この分野で高度な知識と技能を
習得することを目指す方々を大学院生として受け入れています。

学内共同教育研究施設

実験生物環境制御センター
生物環境調節実験室を学内共同利用に供して生物学・生命科学の研究を支援し，
その実用化を橋渡しする

　生物学・生命科学の研
究では，しばしば厳しい法
的規制下で物理的に封じ
込められた閉鎖的な実験
空間で実験生物材料を適
正に取り扱うことが求めら
れます。その実験の場で
は，環境条件を厳密にコン
トロールすることによって
再現性のある正確なデー
タを得ることが可能となり
ます。実験生物環境制御
センターは，人工的に制
御した環境を作り出す「生
物環境調節実験室」を有
しており，このような研究
に携わる九州大学の教員，
学部学生および大学院生
に実験の場を提供してい
ます。

　植物用の環境調節実験室は温度，水分，光，風，ガス組成など植物をとりまく物理的要因を人工的に制御する
ことができ，基礎的な学術研究はもちろん，植物由来有用物質生産などで植物機能を実用的に活用するための
展開・橋渡し研究や，植物工場の技術開発の場にもなります。また，同様の概念で設計した昆虫用，魚類・両生類・
は虫類用の環境調節実験室も有しています。当センターではこれらの研究を支援することによって，学術研究か
ら産業技術開発までの様々な領域へ，制御環境の利用拡大を図ります。これが「生物環境利用推進」の理念で
す。研究支援においては，センターの専任教員とともに関連部局等から参画する複担・協力教員を加え，それぞ
れの専門性を活かした広範囲の学術領域を網羅しています。
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学内共同教育研究施設

熱帯農学研究センター

世界の熱帯農学や関連環境を研究し，国際開発に貢献する
　不安定な作物生産，爆発的な人口増加とこれに伴う食糧不足や，森
林の消失，半乾燥地の砂漠化，工業化に伴う農村地域の公害，生物
多様性の消失など，熱帯・亜熱帯地域には地球規模の問題の多くが
集約されています。さらに開発途上国の多くが熱帯・亜熱帯地域に
位置しており，持続可能な開発のための国際協力を必要としています。
熱帯農学の課題は人類共通の課題ともいえ，熱帯・亜熱帯の国々と
協力しあって解決しなければならない２１世紀の大きな課題です。
　熱帯農学研究センターではこれらの課題に関連して，熱帯・亜熱帯
地域を対象とした持続可能な農業と環境の保全に関わる教育・研究
に取り組み，さらに国際開発にも貢献しています。

農地転用のため伐開された熱帯雨林
カンボジア

　熱帯地域は生物資源の宝庫であり，様々
な生物が生息しています。この多様性を
解明し，その保全や有効利用について研
究しています。また熱帯では病害虫により
多くの農作物が甚大な被害を受けていま
す。そこで，植物病原体の迅速検出など病
害虫防除に関する研究を進めています。さ
らに熱帯には有用な植物資源も数多く分
布しており，これらの保全と活用に関する
研究も行っています。

生物資源の利用と保全を研究する

ジャカランダの花
アルゼンチン原産

トゲアリ
フィリピン

サスライアリ
マレーシア

　熱帯地域では，農地土壌の侵食や土壌
塩類化，水-土壌系における環境微生物相
の変化，汚染された農工業排水による地表
水・地下水の水質汚染，森林の減少，生物
多様性の喪失等，水・土壌環境，森林環境
に関わる多くの問題を抱えています。これ
らの問題に対処するために，現地で土壌や
水質環境，森林環境等に関する調査を行い，
これらの結果を環境保全対策に役に立て
ようとしています。

森林と農地の環境保全を目指す

熱帯作物の病害サンプリング
ミャンマー

　熱帯地域の持続的な発展には，熱帯農学に関わる研究成果を開発途上国に
還元すること，また開発途上国の持続的発展に貢献できる人材を育成するこ
とが重要になります。これらを実践するために，JICA（国際協力機構）と協力
し，農業農村開発プロジェクトによる農業農村開発技術移転や大学院強化プロ
ジェクトによる農学専門職人材育成に取り組んでいます。
　また，熱帯農学研究センターで研究に取り組んだ卒業生・訪問研究員は，アジ
ア・アフリカの多くの国と地域で活躍し，それぞれの国の農業発展に貢献して
います。

持続可能な国際農業開発を目指す

ボンガボンドゥ農業大学での国際協力事業会議
バングラデシュ

東南アジアの棚田（ベトナム）
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◦イネやアサガオ等の遺伝資源の管理・評価・利用
◦植物遺伝資源等の管理，学外への移転支援

バイオリソース管理・開発

◦高CO2化・温暖化（干ばつ）等に適応する植物作出の基礎
　技術知的基盤の確立
◦有用農業形質の抽出，及び新品種への適用
◦植物の種間共通性・多様性の理解と利用

植物基盤研究

◦ゲノム編集等のゲノム工学技術の開発
◦新育種法による植物の品種改良

植物分子デザイン

主な研究内容

◦スマート農業
◦AIを活用した生育モデル等のシミュレーション
◦土壌環境微生物

環境計測制御

◦アジア・アフリカの市場調査，バリューチェーンの構築

アグリビジネス

学内共同教育研究施設

植物フロンティア研究センター
植物に関する基礎研究，応用研究を総合的に進めることで，今世紀最大の課題であ
る食糧・環境問題の解決に貢献する。
　植物フロンティア研究センターは，今世紀最大の課題である食糧・環境問題への貢献を目的とした植物科学の
総合研究開発・実証拠点として，平成 30 年に設置された学内共同利用利用施設です。5 つの部門で構成され，
植物，特に穀物であるイネ，に関わる基礎研究，品種改良，栽培環境制御，流通経済，国際展開に関する総合的
な研究とその応用展開を推進しています。
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入学試験問い合わせ先

入学試験について
School of Agriculture Kyushu University

　九州大学農学部は， 大学入学共通テストを受験した者に対して， 個別の学力試験を課して入学者の選抜を
行ないます。さらに， 入学定員の一部（24名）について総合型選抜を行っています。

九州大学ホームページ www.kyushu-u.ac.jp/ 学部案内， 入学者選抜概要， 選抜等の案内があります。

農 学 部ホームページ www.agr.kyushu-u.ac.jp

月曜日から金曜日8時30分〜17時15分（祝日は除く）

農学部の一般選抜、総合型選抜：
九州大学学務部入試課入試第一係 ☎092-802-2004 〒819-0395 福岡市西区元岡744

大学院生物資源環境科学府の入試：
九州大学農学部等事務部学生課学生係 ☎092-802-4508 〒819-0395 福岡市西区元岡744

九州大学農学部は，生物資源環境学科で一括して入学者を受け入れ，2年生の後期開始時に，本人の
希望及び入学後の学習成績に基づいてコースに配属しています。各コースには定員が定められてい
ますので，学習成績順位によっては希望しないコースに配属されることもあります。また，コース配
属と同様の方法で，3年生の前期開始時に分野に配属されます。ただし，コース配属時に分野を決
定するコースもあります。

コース・分野
への配属

一般選抜
一般選抜の個別学力検査は，分離・分割方式（前期日程及び後期日程）で実施しています。入学者
の選抜は，大学入学共通テスト，個別学力検査等の成績及び調査書によって行います。一般選抜の詳
細は，12月に公表される「学生募集要項」を参照してください。

総合型選抜

農学の勉学や研究に熱意と適性及び潜在能力を有する学生を受け入れるため，書類選考及び面接選
考等による総合評価方式により入学者の選抜を行います。出願資格としては，高等学校若しくは中等教育
学校を令和2年4月以降に卒業した者及び令和4年3月までに卒業見込みの者で，大学が指定する
大学入学共通テスト科目を受験することが必要となります。総合型選抜の詳細は，8月に公表される

「総合型選抜学生募集要項」を参照してください。
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FUKUOKA
時 代 の 先 端 と 歴 史 の 交 差 す る 街

九州一の商業地区である博多は，九州の広域中心都市として経済・政治 • 文化活動の要となっていますが，同時に，古くは「魏志倭人伝」
で知られる奴国の港であったと考えられる歴史の街でもあります。その福岡市の中心街天神には，大型デパートやファッションビルが連なって
います。しかし一歩路地裏へ踏み込めば，黒田 52 万石の城下町として栄えたしっとりとしたたたずまいも，いまだ随所に見受けられます。
さらに郊外へ行けば，海の中道，生の松原，筑後平野，脊振山等，雄大な自然が残されているのも福岡の大きな魅力です。また，全国的に
有名な「どんたく」「博多山笠」等，活気あふれる祭りの街でもあり，魅力いっぱいのところです。この街で過ごす学びの日々は，きっと実り
豊かなものになるでしょう。

INFOMATION農学部インフォメーション

　　　　　　 21世紀の “知の拠点” へ。     

　九州大学農学部は伊都キャンパスへの移転を完
了し，農学部百周年を迎えました。伊都キャンパス
の新しい校舎を大いに
活用して，九州大学農
学部の次の１００年を若
い皆さんと共に築いて
いきましょう！

　　　　　　 多くの先輩が皆さんを待っています！   

　農学部設立以来の同窓生は約２万人を数えています。同窓会の
目的は会員の親睦をはかり，農学部の発展に寄与することです。
九州大学同窓会連合会にも加入し，全学部の同窓会や国内，
海外の同窓会とも連携し九州大学の発展に寄与しています。
　主な活動は，会報による会員どうしの情報交換，先輩から在学生
への就職情報提供イベント，毎年増える会員名簿の充実などです。
事務局は５号館４階にあります。

九州大学農学部同窓会
HP:https://dousou-agr.tacmic-atr.com/

農学部同窓会 農学部百周年
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西新地区
Nishijin Campus

水産実験所
Fishery Research Laboratory

伊都キャンパス
Ito Campus

福岡演習林
Kasuya Research Forest

筑紫キャンパス
Chikushi Campus

大橋キャンパス
Ohashi Campus
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Hospital Campus
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福岡市営地下鉄

太宰府IC

福岡IC

大橋

原町油須

大野城

福岡市西区元岡744
九州大学農学部

前原IC

福重JCT

ヤフオク
ドーム
ヤフオク
ドーム

古賀IC

箱崎九大前

中洲川端

筑前前原

JAPAN

FUKUOKA

Ashoro Research Forest
北海道演習林

Hikosan Biological Laboratory
彦山生物学実験施設

Shiiba Research Forest
宮崎演習林

Ibusuki Experimental Farm
指宿試験地

Faculty of Agriculture
九州大学農学部

Kasuya Research Forest
福岡演習林

Headquaters of University Forests
演習林本部

Kuju Agricultural Research Center
高原農業実験実習場

お車でお越しの皆様へ
一時入構に際しては入構料（300円）をいただ
いております。ビッグオレンジ前もしくは南ゲート

（北側）にある守衛所にて，所定の手続きをお願
いします。なお，タクシーで来学された方はその
まま入構できます。
※南ゲート（北側）は8:00～19:00のみ
　一時入構可

福
岡
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港

地
下
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浜
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Ｊ
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九
大
学
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都
市
駅

昭和バス

伊
都
キ
ャ
ン
パ
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※西唐津行き，筑前前原行きに乗車した場合は，姪浜駅での乗り換えは不要。

Ｊ
Ｒ 

博
多
駅

西鉄バス

地下鉄空港線

西鉄バス

天　
　

神

JR筑肥線 地下鉄空港線

地下鉄空港線
姪浜・唐津方面行

九大総合グラウンド行等

姪浜・唐津方面行

博多駅Ａのりばから直行バス[急行]九大伊都キャンパス（工学部前）行

姪浜・唐津方面行

姪浜・唐津方面行

天神2Ｂ（ソラリアステージ）」および「天神北（3）」のりばから
直行バス[急行]九大伊都キャンパス（工学部前）」行

佐
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唐
津
）

JR筑肥線
姪浜・福岡空港方面行
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ACCESS伊都キャンパスへのアクセス

46



生きるために学ぶ、生かすために学ぶ。

九州大学農学部
GUIDE BOOK 2022

九州大学農学部
〒819-0395 福岡市西区元岡744

TEL 092-802-4508

九州大学農学部ホームページ
URL:http://www.agr.kyushu-u.ac.jp

九州大学ホームページ
URL:http://www.kyushu-u.ac.jp/

　設置から100 周年を迎えた 2021 年，附属農場は新しく生まれ変わりました。伊都キャンパス内に水田，畑，
果樹園，温室，牛舎等が新たに整備され，日本屈指の広さを誇るオンキャンパス農場として注目されています。
伊都キャンパス内に附属農場が整備されたことにより，学生の皆さんは同じキャンパスの中で，午前中に講義
を受け，午後から附属農場での実習で動植物に触れ合い，放課後には課外活動を楽しむことができるようになり，
さらに充実したキャンパスライフを送ることが可能になりました。
　伊都キャンパスは福岡県有数の先進農業地域に隣接していることもあり，農学部は地域農業への貢献も期
待されています。附属農場では広大なフィールドと充実した施設を活かして，農業に関する基礎的知識や技術
を習得するための教育に加え，食・健康・環境・社会に関する課題の解決につながる多様な研究が行われて
おり，その成果は広く社会に還元されています。 

表紙説明

Faculty of Agriculture　農学部施設
① ウエスト５号館 [農学部]
② 生物環境利用推進センター（AG10）
③ 水環境実験棟・森林保全実験棟（AG11）
④ カイコバイオリソース研究施設（AG22）
⑤ 植物圃場施設
⑥ アグリ・バイオ研究施設（AG40）
⑦ 附属農場 畜産エリア
⑧ 附属農場 作物エリア
⑨ 附属農場 園芸エリア
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